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喜
多
川
相
説
は
そ
の
活
動
動
向
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
作
品
の
多
く
が
金
沢
を
中
心
に

北
陸
地
方
で
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
、
加
賀
前
田
藩
に
出
仕
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
俵
屋

宗
雪
の
弟
子
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
北
陸
を
拠
点
に
活
動
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

本
論
は
相
説
筆
「
秋
草
図
屏
風
」
の
調
査
に
よ
り
、
他
の
「
伊
年
」
印
草
花
図
に
は
描

か
れ
な
か
っ
た
ダ
ン
ド
ク
（
江
戸
時
代
に
渡
来
し
た
亜
熱
帯
性
植
物
）
が
描
か
れ
て
い
る

こ
と
に
着
目
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
相
説
の
活
動
期
と
考
え
ら
れ
る
十
七
世
紀
末
は
本
草

学
の
興
隆
期
に
一
致
し
、
そ
の
背
景
と
し
て
想
定
で
き
る
。
同
時
代
の
渡
辺
始
興
の
作
品

に
も
ダ
ン
ド
ク
が
描
か
れ
、
始
興
が
仕
え
た
近
衛
家
煕
は
本
草
学
に
深
く
傾
倒
し
、
琉
球

へ
の
関
心
も
高
か
っ
た
。
本
草
学
の
萌
芽
期
に
あ
っ
て
、
ご
く
一
部
の
人
々
に
し
か
知
ら

れ
な
い
珍
し
い
植
物
を
、
相
説
あ
る
い
は
金
沢
周
辺
で
知
る
こ
と
が
で
き
た
人
物
と
し
て
、

加
賀
藩
五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀
が
浮
上
す
る
。
俵
屋
と
の
関
係
が
明
ら
か
な
三
代
藩
主
・

利
常
か
ら
向
学
心
や
政
策
へ
の
影
響
を
受
け
継
ぐ
綱
紀
と
相
説
の
関
係
性
は
看
過
で
き
な

い
。

　

ま
た
、
同
時
代
に
京
都
で
活
躍
し
て
い
た
光
琳
へ
の
「
伊
年
」
印
草
花
図
の
影
響
関
係

に
つ
い
て
は
、
作
品
上
か
ら
の
影
響
を
確
認
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
前
田
綱
紀
と
光
琳
が

伺
候
し
て
い
た
二
条
綱
平
と
の
関
係
性
を
再
考
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
を
提
示
し
た
。

﹇Abstract

﹈

　

W
hile the events surrounding Sosetsu Kitagaw

a

’s artistic activities rem
ain 

unclear, his use of an 

“Inen

（
伊
年
）” seal, w

hich is believed to have been a 
tradem

ark of Sotatsu Taw
araya's w

orkshop, and that the m
ajority of his w

orks 
have been discovered in the Hokuriku region, especially in Kanazaw

a, suggest 
that he w

as a pupil of Sosetsu Taw
araya, know

n to have served the Kaga clan, 
based in the Hokuriku region.

　

This paper exam
ines Sosetsu's Flow

ering plants of autum
n, and begins by 

focusing on its depiction of Canna indica （a subtropical plant that w
as introduced 

to Japan during the Edo period

）, a plant that is not represented in other fl ow
er-

grass paintings w
ith an 

“Inen

” seal. The late 17th century, w
hich is believed to 

have been the period of Sosetsu's artistic activities, corresponds to the tim
e 

during w
hich botanical studies w

ere fl ourishing in Japan, w
hich w

e can assum
e 

is a factor behind the appearance of this fl ow
er. Canna indica is also depicted in 

the w
orks of Shikou W

atanabe. Shikou served Iehiro Konoe, an ardent devotee 
of botanical studies w

ho also had a m
ajor interest in the Ryukyu Kingdom

. Given 
that botanical studies w

ere still at a stage of infancy, one person close to Sosetsu 
or connected to Kanazaw

a w
ho w

as in a position to know
 about this extrem

ely 
rare plant, fam

iliar to only a select few
 people, w

as Tsunanori M
aeda, fi fth lord 

of the Kaga clan. Here, w
e cannot overlook the relationship betw

een Tsunanori 
and Sosetsu. Tsunanori w

as guided by a love of learning and by the policies of 
T
oshitsune M

aeda, the third lord of the K
aga clan, w

hose relationship w
ith 

Taw
araya is clear.

　

Furtherm
ore, w

hen considering how
 Korin, w

ho w
as active in Kyoto during 

this tim
e, w

as influenced by flow
er-grass paintings w

ith an 

“Inen

” seal, this 
paper, suggests that there is scope for further exam

ining the relationship 
betw

een Tsunanori M
aeda and Tsunahira Nijyou, to w

hom
 Korin w

as in service.
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お
わ
り
に

は
じ
め
に

　

俵
屋
宗
達
（
生
没
年
不
詳
・
桃
山
末
〜
一
六
四
〇
頃
か
）
の
工
房
の
商
標
的
な
役

割
を
果
た
し
た
「
伊
年
」
朱
文
円
印
を
用
い
、
宗
達
お
よ
び
そ
の
工
房
に
連
な
る
画

家
の
ひ
と
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
喜
多
川
相
説
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
伝
記
の
類

の
一
次
資
料
を
欠
く
た
め
、
そ
の
人
に
つ
い
て
単
独
で
論
じ
た
も
の
は
な
い
。
押
絵

貼
屏
風
の
作
品
な
ど
を
多
く
含
む
「
相
説
」
の
落
款
の
あ
る
作
品
が
金
沢
を
中
心
と

す
る
北
陸
地
方
に
伝
存
し
て
お
り
、
加
賀
藩
と
の
関
係
を
指
摘
す
る
資
料
・
論
文
が

散
見
さ
れ
る
も
の
の
、
作
品
の
完
成
度
や
筆
致
に
差
異
が
あ
り
、
初
期
作
品
、
工
房

作
な
ど
位
置
づ
け
も
難
し
く
、
こ
れ
ま
で
の
認
知
度
・
評
価
と
も
に
あ
ま
り
高
い
と

は
言
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
遅
々
と
し
て
足
取
り
の
お
ぼ
つ
か
な
い
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
相
説
研
究
で
は
あ
る
が
、
百
花
図
の
様
相
を
呈
し
定
型
化
が
み
ら
れ
る
宗
達

派
草
花
図
、
と
く
に
「
伊
年
」
印
が
捺
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「「
伊
年
」
印
草
花
図
」

に
お
い
て
は
、
彩
色
、
構
図
の
工
夫
や
植
物
の
取
捨
選
択
と
い
う
点
で
そ
の
個
性
は

明
確
で
あ
り
、
石
川
県
立
美
術
館
蔵
「
秋
草
図
屏
風
」（
六
曲
一
双
、
紙
本
著
色
。

以
下
、「
石
川
県
立
美
術
館
本
」
と
す
る
）（
図
１
）、
根
津
美
術
館
蔵
「
四
季
草
花

図
屏
風
」（
六
曲
一
双
、
紙
本
著
色
）（
図
２
）
や
、
黒
部
市
美
術
館
蔵
「
四
季
草
花

図
押
絵
貼
屏
風
」（
六
曲
一
双
、
絹
本
着
色
）（
図
３
）
が
注
目
さ
れ
る
。
筆
者
は
二

〇
〇
七
年
度
か
ら
三
カ
年
の
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
調
査
の
折
、
所
蔵
館
で
あ

る
石
川
県
立
美
術
館
の
ご
高
配
を
賜
り
、
喜
多
川
相
説
筆
「
秋
草
図
屏
風
」
を
熟
覧

調
査
・
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
こ
の
作
品
に
は
「
相
説
法
橋
」

の
署
名
と
「
宗
雪
」
朱
白
文
方
印
お
よ
び
「
伊
年
」
朱
文
円
印
が
捺
印
さ
れ
お
り
、

法
橋
叙
任
後
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
形
態
は
紙
本
着
色
、
六
曲
一
双
で
、

各
隻
一
六
〇
．
〇
×
四
一
〇
．
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
、
相
説
の
作
品
の
中
で
も
、

そ
し
て
「
伊
年
」
印
草
花
図
の
中
で
も
大
き
な
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。
葉
の
部
分

は
緑
青
を
明
る
い
ま
ま
に
使
用
せ
ず
、
相
説
独
特
の
墨
画
的
な
色
彩
で
、
藍
あ
る
い

は
墨
を
混
ぜ
く
す
ん
だ
色
に
調
合
し
て
使
用
し
て
い
る
が
、
全
体
的
に
は
色
彩
も
豊

か
で
、
明
る
く
淡
麗
な
印
象
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
ほ
か
に
相
説
の
作
品
を
中
心

に
、
黒
部
市
美
術
館
の
「
四
季
草
花
図
押
絵
貼
屏
風
」
を
含
む
押
絵
貼
屏
風
な
ど
数

点
の
相
説
作
品
を
調
査
し
た
が
、
相
説
の
作
品
の
中
で
も
石
川
県
立
美
術
館
本
は
特

異
な
印
象
を
受
け
た
。
そ
れ
は
主
に
、
押
絵
貼
屏
風
が
多
い
中
で
六
曲
一
双
の
一
続

き
の
大
画
面
で
あ
る
こ
と
、
絵
の
具
の
色
彩
が
非
常
に
鮮
や
か
な
発
色
で
あ
る
こ

と
、
印
章
が
他
の
作
品
と
は
異
な
る
「
宗
雪
」
朱
白
文
方
印
を
用
い
て
い
る
こ
と
、

他
の
作
品
に
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
な
い
植
物
が
描
か
れ
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
こ
の
作
品
を
中
心
に
据
え
て
論
じ
た
も
の
は

な
く
、
作
品
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
一
一
年
の
鹿
島
美
術
財
団
の
助
成
を
受
け
、
予
て
よ
り
注
目
し
て
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い
た
石
川
県
立
美
術
館
本
に
つ
い
て
精
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
本
小
論
は
こ
の

研
究
報
告
を
も
と
に
、
さ
ら
に
展
開
さ
せ
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
章
で
は
、
相
説
を
論
じ
る
上
で
不
可
欠
な
金
沢
と
宗
達
派
の
縁
故
を
概
観
す

る
。
第
二
章
で
は
作
品
の
概
要
を
確
認
し
、
植
物
の
種
類
や
印
章
に
つ
い
て
分
析
す

る
。
さ
ら
に
第
三
章
で
は
作
品
の
解
釈
と
相
説
の
周
辺
環
境
を
推
考
し
な
が
ら
相
説

の
活
動
域
を
考
察
し
、
最
後
に
相
説
の
作
品
を
手
掛
か
り
と
し
、
草
花
図
の
継
承
と

展
開
に
お
け
る
相
説
の
意
義
と
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
一
章　

加
賀
藩
と
宗
達
派

　

石
川
県
立
美
術
館
に
は
こ
の
作
品
以
外
に
も
、
相
説
や
宗
雪
、
無
署
名
の
「
伊

年
」
印
草
花
図
な
ど
、
宗
達
派
作
品
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年

は
石
川
県
立
美
術
館
開
館
三
〇
周
年
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
記
念
し
て｢

俵
屋
宗
達
と

琳
派｣

展
が
大
々
的
に
開
催
さ
れ
一
、
こ
の
機
に
、
石
川
県
立
美
術
館
本
を
他
の
作

品
と
比
較
で
き
、
石
川
県
立
美
術
館
本
の
特
異
性
や
北
陸
で
の
琳
派
の
活
動
の
問
題

と
そ
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
石
川
県
立
美
術
館
本
の
筆
者
で
あ
る
喜
多
川
相
説
に
関

す
る
出
自
や
画
業
を
具
体
的
に
示
す
一
次
資
料
は
な
い
。
し
か
し
、
宗
達
は
複
数
の

画
家
で
構
成
さ
れ
た
工
房
を
運
営
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
宗
達
の
後
継
者
と
目
さ
れ

る
俵
屋
宗
雪
（
生
没
年
不
詳
）
な
る
人
物
が
い
た
こ
と
は
作
品
、
お
よ
び
以
下
に
示

す
史
料
か
ら
明
ら
か
で
、
宗
雪
と
相
説
が
混
同
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
金
沢
を
中
心
と
す
る
北
陸
と
宗
達
派
と
の
関
係
は
、
す
で
に
拙
論
を
含
め
先

行
研
究
で
繰
り
返
え
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
改
め
て
金
沢
と
宗
達
派
の
関
係
を
詳
述

す
る
こ
と
は
割
愛
す
る
が
、
今
回
は
作
品
理
解
と
作
者
に
つ
い
て
の
問
題
提
起
に
関

わ
る
部
分
の
み
提
示
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
史
料
の
引
用
箇
所
の
傍
線
は
関
係
性

を
示
す
部
分
を
強
調
す
る
た
め
、
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
は
江
戸
時
代

の
伝
記
資
料
に
お
け
る
記
述
に
加
賀
藩
と
の
関
係
が
見
出
さ
れ
る
も
の
と
、
さ
ら
に

具
体
的
な
制
作
活
動
に
つ
い
て
関
係
性
が
見
出
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
画
家
の
伝
記
資
料
の
中
で
登
場
す
る
も
の
と
し
て
、『
燕
台
風
雅
』
と

『
扶
桑
名
公
画
譜
』
が
あ
る
。

 

『
燕
台
風
雅
二
』
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
刊
行

田
原
屋
宗
達
字
伊
年
、
匏
擊
金
沢
可
四
五
年
、
其
子
宗
説
作
説
雪
一

亦
来
寓
、
公
命

宗
説
画
於
金
城
竹
殿
云
々

 

『
扶
桑
名
公
画
譜
』
江
戸
時
代
中
期
頃

俵
屋
宗
雪　

諱
伊
年
、
宗
達
弟
、
仕
賀
州
太
守
。
世
日
宗
達
画
多
雪
之
筆

也
。

俵
屋
相
説　

叙
法
橋
。

　

こ
こ
に
は
「
伊
年
」
と
は
宗
達
の
諱
で
あ
り
、
宗
達
は
金
沢
に
四
・
五
年
逗
留

し
、
そ
の
子
「
宗
説
（「
説
」
の
字
は
「
雪
」
と
割
注
が
あ
る
）
も
金
沢
へ
行
き
、

「
公
命
宗
説
画
」
の｢

公｣

は
加
賀
藩
三
代
藩
主
・
前
田
利
常
（
一
五
九
三
〜
一
六

五
八
）
で
あ
る
か
ら
、
利
常
の
命
に
よ
り
仕
事
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
宗
達
が
実
際

に
金
沢
あ
る
い
は
北
陸
地
方
へ
出
向
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
そ
の
足
跡
を
示
す
具
体

的
な
作
品
や
一
次
史
料
が
無
い
た
め
に
疑
問
が
呈
さ
れ
る
三
が
、
谷
文
晁
の
『
本
朝

画
纂
』（
一
八
〇
九
）
で
は
「
宗
達
名
伊
年
字
伊
悦
劉
青
軒
能
登
人
也
」
と
あ
る
。

ま
た
、
狩
野
栄
信
の
次
男
・
朝
岡
興
禎
に
よ
る
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
起
筆
の
画

人
伝
『
古
画
備
考
』
に
採
録
さ
れ
る
江
戸
時
代
中
後
期
の
宗
達
の
伝
記
類
に
は
「
賀

州
人
野
々
村
氏
」（『
拾
遺
』）「
後
加
州
候
ニ
仕
テ
」（『
光
琳
印
譜
』）「
能
登
人
、
初

移
居
加
賀
金
澤
」（『
画
乗
要
略
』）
と
軒
並
み
宗
達
と
加
賀
と
の
関
係
を
示
し
看
過
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で
き
な
い
。
さ
ら
に
次
に
示
す
よ
う
に
、
加
賀
藩
関
係
の
記
録
の
中
に
も
宗
達
派
が

登
場
し
て
い
る
。

 

『
微
妙
公
四
御
夜
話
』
拾
纂
名
言
記
・
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
八
月
晦
日
の
項

酒
井
讃
岐
守
殿
牛
込
の
下
屋
敷
に
て
踊
を
献
ぜ
ら
る
ゝ
事
あ
り
。（
中
略
）

道
中
の
装
束
不
残
拝
領
仕
、
遣
ひ
扇
子
迄
被
下
、
金
地
に
俵
屋
の
絵
を
被
仰

付
、
二
本
充
被
下
。（
中
略
）
踊
子
小
姓
共
十
九
人
、
内
七
人
は
地
諷
也
。

 

『
今
枝
民
部
書
留
帖
五
』
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
の
記
事

 

（
六
月
二
十
九
日
付
）

一
、
狩
野
采
女
同
主
馬
俵
や
な
と
頗
筆
功
も
高
値
に
可
レ
有
レ
之
候
間
、
左

様
之
上
手
ニ
ハ
必
御
無
用
ニ
候
、
大
形
之
絵
書
可
レ
然
候

 

（
七
月
二
十
九
日
付
）

一
、
絵
書
之
儀
先
書
ニ
申
入
候
通
得
二
其
意
一
由
尤
候
併
此
度
俵
や
宗
雪
御

断
申
上
候
間
御
か
ゝ
せ
可
レ
被
レ
成
旨
被
二
仰
出
一
候
、
其
上
御
け
し
や
う
の

間
御
客
人
之
間
少
々
義
候
条
旁
宗
雪
可
レ
被
二
仰
渡
一
候
（
中
略
）

御
け
し
や
う
の
間
御
客
之
間
ハ
金
又
ハ
金
す
な
こ
ま
セ
絵
を
か
ゝ
せ
可
レ
被

レ
申
旨
、
周
防
殿
被
レ
仰
由
尤
候
、
絵
な
と
も
一
段
か
ろ
く
御
造
作
不
レ
入
様

二
可
レ
然
候

（
十
月
二
日
付
）

一
、
俵
屋
筆
功
此
度
書
出
之
通
、
大
形
其
伝
被
レ
聞
合
遂
吟
味
相
違
無
レ
之

体
候
は
ゞ
、
俵
屋
書
出
目
録
之
面
、
銀
子
四
貫
三
百
八
十
目
京
都
御
納
戸
よ

り
可
レ
被
二
相
渡
一
旨
御
意
候
、
則
俵
屋
書
出
只
今
進
レ
之
候

 

『
三
壺
聞
書
』
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
の
記
述

　

飛
騨
守
利
治
公
は
、
春
に
至
り
て
利
常
公
御
相
伴
に
て
、
酒
井
讃
岐
殿
其
の

外
御
振
舞
可
被
成
と
思
召
し
、
御
書
院
御
次
の
間
を
正･

二
月
に
至
り
て
作
ら

せ
給
ふ
。
御
道
具
は
五
・
七
年
以
前
よ
り
舛
屋
治
左
衛
門
異
国
の
物
を
取
替
引

き
か
へ
御
覧
に
入
れ
調
べ
上
ぐ
る
。
お
座
敷
印
子
の
金
具
、
家
の
ほ
り
も
の
、

探
幽
・
俵
屋
が
書
き
あ
ら
は
す
唐
絵
・
草
花
の
絵
様
、
金
銀
を
の
べ
敷
、
誠
に

前
代
あ
る
べ
き
事
共
不
覚
（
下
略
）。

　

こ
れ
ら
に
は
宗
達
は
登
場
せ
ず
、『
今
枝
民
部
書
留
帖
』
に
は
「
俵
や
宗
雪
」
の

名
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
師
匠
を
差
し
置
い
て
弟
子
の
名
が
書
か
れ
る
と
い
う
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
言
う
俵
屋
と
は
宗
雪
の
こ
と
で
あ
り
、
寛
永
十
九
年

（
一
六
四
二
）
頃
に
は
俵
屋
の
代
表
は
宗
雪
に
代
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
江

戸
時
代
中
期
ご
ろ
に
成
立
し
た
『
扶
桑
名
公
画
譜
』
で
は
宗
雪
に
つ
い
て
諱
が
「
伊

年
」
で
あ
る
と
し
、
加
賀
藩
に
出
仕
し
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
「
俵
屋
相
説
」
と
い
う

お
そ
ら
く
「
喜
多
川
相
説
」
と
思
わ
れ
る
欄
に
は
「
叙
法
橋
」
と
あ
る
に
止
ま
る
。

こ
う
し
た
画
家
の
没
後
に
書
か
れ
た
で
あ
ろ
う
伝
記
は
す
で
に
曖
昧
な
記
載
に
陥
っ

て
い
る
。

　

し
か
し
、『
燕
台
風
雅
』
と
『
扶
桑
名
公
画
譜
』
い
ず
れ
の
資
料
と
も
宗
達
派
が

加
賀
藩
で
制
作
活
動
に
従
事
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
実
際
を
こ
れ
ら
の
史

料
が
補
完
し
て
い
る
と
言
え
、
宗
達
派
と
前
田
家
と
の
関
係
は
確
実
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
史
料
で
は
な
い
が
伝
承
・
傍
証
に
つ
い
て
も
挙
げ
て
お
く
。

・
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
加
賀
藩
三
代
藩
主
前
田
利
常
の
命
に
よ
り
、
宗
雪
が

梯
天
満
宮
寄
進
の
た
め
の｢

群
鶴
図
屏
風｣

を
制
作
。

・
金
沢
地
方
で
は
江
戸
時
代
か
ら
嫁
入
り
道
具
に｢

た
は
ら
や
の
草
花
図
屏
風｣

を
持
参
す
る
こ
と
が
家
格
を
示
す
と
さ
れ
、
愛
好
さ
れ
、
保
存
さ
れ
て
現
存
し

て
い
る
六
。
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後
者
の
伝
承
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
宗
達
派
草
花
図
の
制
作
意
図
と
相

当
数
に
及
ぶ
「
伊
年
」
印
草
花
図
の
普
及
の
理
由
と
な
る
が
、
管
見
で
は
そ
の
史
実

の
根
拠
と
な
る
資
料
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
複
数
の
資
料
が
宗
達
派
と
金
沢
、
そ
し
て
加
賀
藩
前
田
家
と
の
関

係
性
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
小
論
で
取
り
上
げ
る
石
川
県
立
美
術
館
本

の
作
者
で
あ
る
喜
多
川
相
説
に
つ
い
て
は
、
前
田
家
と
の
関
係
性
を
示
す
史
料
は
い

ま
だ
発
見
に
至
ら
な
い
。
し
か
し
、「
伊
年
」
と
い
う
印
章
を
用
い
た
俵
屋
宗
雪
が

前
田
家
と
の
関
係
性
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
先
の
史
料
『
燕
台
風
雅
』
や

『
扶
桑
名
公
画
譜
』
の
よ
う
に
宗
雪
と
相
説
を
混
同
し
た
よ
う
な
表
記
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
存
在
は
間
接
的
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
作
品

の
署
名
に
お
い
て
宗
達
同
様
に
「
俵
屋
」
を
名
乗
っ
た
宗
雪
に
対
し
て
、
相
説
は

「
喜
多
川
」
姓
を
名
乗
っ
て
お
り
、
落
款
に
七
十
二
歳
と
あ
る
た
め
晩
年
と
考
え
る

べ
き
「
四
季
草
花
図
押
絵
貼
屏
風
」（
黒
部
市
美
術
館
）
に
お
い
て
も
「
喜
多
川
法

橋
相
説
」
と
署
名
し
て
お
り
、
俵
屋
を
継
承
し
た
形
跡
は
な
い
。
一
方
で
、
法
橋
位

に
は
叙
任
さ
れ
て
お
り
、
宗
雪
が
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
に
は
法
橋
に
叙
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
宗
達
が
こ
の
頃
に
は
す
で
に
没
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
同
時

に
、
宗
雪
が
宗
達
の
正
統
な
後
継
者
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で

あ
る
な
ら
ば
、
相
説
の
法
橋
叙
任
は
そ
の
後
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
加
え

て
、
喜
多
川
姓
に
つ
い
て
は
俵
屋
の
類
縁
の
姓
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
七
、
宗
達
派
に

お
け
る
相
説
の
位
置
づ
け
を
難
し
い
も
の
に
し
て
い
る
。

第
二
章　

喜
多
川
相
説
筆
「
秋
草
図
屏
風
」
と
そ
の
位
置

　

石
川
県
立
美
術
館
の
前
身
で
あ
る
石
川
県
美
術
館
で
一
九
七
五
年
に
行
わ
れ
た
展

覧
会
「
宗
雪
・
相
説
展
」
は
、
宗
達
、
光
琳
そ
し
て
抱
一
が
広
く
観
衆
の
注
目
を
浴

び
る
な
か
、
一
般
的
に
は
無
名
で
あ
っ
た
宗
達
派
の
工
房
の
画
家
二
人
が
メ
イ
ン
と

い
う
そ
れ
ま
で
に
な
い
画
期
的
な
展
覧
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
展
示
内
容
も
展
覧
会
図

録
を
見
れ
ば
、
そ
の
後
の
展
覧
会
の
追
随
を
許
さ
な
い
充
実
度
で
あ
っ
た
こ
と
は
一

目
瞭
然
で
あ
り
、
宗
雪
と
相
説
の
研
究
、
と
く
に
相
説
の
研
究
に
お
い
て
こ
の
展
覧

会
で
の
既
知
・
未
知
の
作
品
の
発
掘
は
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
工
房
の

作
品
と
し
て
散
在
し
て
い
た
作
品
を
、
あ
る
程
度
類
型
的
に
整
理
し
て
紹
介
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
工
房
の
性
格
や
活
動
の
輪
郭
が
浮
か
び
上
が
り
、
尾
形
光
琳
・
乾
山

兄
弟
の
江
戸
へ
の
下
向
や
酒
井
抱
一
以
降
の
江
戸
琳
派
は
と
も
か
く
も
、
そ
れ
ま
で

琳
派
の
活
動
地
域
と
し
て
専
ら
京
都
が
注
目
を
浴
び
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
北
陸
地
方

と
い
う
地
域
性
の
広
が
り
を
無
視
で
き
な
い
も
の
に
押
し
上
げ
た
。
も
ち
ろ
ん
石
川

県
立
美
術
館
本
は
こ
の
展
覧
会
図
録
八
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
作
品
解
説
に

は
、「
多
く
の
草
花
を
盛
り
込
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
花
の
特
性
を
素
直
に
と
ら

え
、
す
み
ず
み
ま
で
丁
寧
に
描
き
こ
な
し
穏
や
か
な
色
調
と
相
ま
っ
て
気
品
の
あ
る

作
品
に
ま
と
め
て
い
る
」
と
あ
り
、
図
版
の
中
で
わ
ず
か
四
点
の
カ
ラ
ー
図
版
作
品

の
一
つ
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
高
岡
市
立
博
物
館
が
一
九
九
六
年
に
刊
行
し
た

図
録
「
特
別
展｢

古
九
谷
と
屏
風
絵｣

―
草
花
文
様
に
見
る
近
世
名
品
展
―
」
に
も

ほ
ぼ
同
様
の
解
説
が
載
っ
て
い
る
九
。
さ
ら
に
石
川
県
立
美
術
館
が
二
〇
〇
一
年
に

開
催
し
た
「
花
と
緑
の
名
品
展
―
自
然
と
の
対
話
―
」
の
図
録
に
は
、
カ
ラ
ー
図
版

と
と
も
に
先
の
コ
メ
ン
ト
を
補
完
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
一
〇
。「
俵
屋
宗
雪
の
作
品

が
金
地
の
効
果
を
生
か
し
た
華
麗
で
洗
練
さ
れ
た
装
飾
性
を
も
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
相
説
の
作
品
は
、
多
く
が
紙
本
に
墨
と
淡
彩
を
主
調
と
し
て
、
た
ら
し
込
み
の

技
法
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
た
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
淡
泊
な
趣
に
終
わ
っ
て
い
る
も

の
が
多
い
。
し
か
し
こ
の
作
品
は
、
様
々
な
種
類
の
草
花
を
盛
り
込
み
、
そ
れ
ぞ
れ

の
花
の
特
性
を
素
直
に
捉
え
、
丁
寧
に
描
き
こ
な
し
て
い
る
。
そ
の
穏
や
か
な
色
調

と
相
ま
っ
て
、
気
品
の
あ
る
作
品
に
ま
と
め
て
お
り
、
相
説
草
花
図
の
中
で
も
優
れ
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た
作
品
で
あ
る
」
と
宗
雪
や
他
の
相
説
の
作
品
と
比
較
し
た
う
え
で
高
く
評
価
し
て

い
る
。
ま
た
、
印
章
に
つ
い
て
も
先
の
「
宗
雪
・
相
説
展
」
の
図
録
解
説
は
、「
宗

雪
作
品
に
は
宗
雪
朱
白
文
小
方
印
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
相
説
が
宗
雪
の
後
継
者
と

し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
よ
り
、
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
言
及
し

て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
八
五
年
の
『
石
川
県
の
文
化
財
』
の
南
俊
英
氏
に
よ
る
解

説
一
一
に
も
継
承
さ
れ
、「
各
隻
に
、「
相
説
法
橋
」
の
款
記
と
「
宗
雪
」
の
朱
白
文

小
方
印
、「
伊
年
」
の
朱
文
円
印
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
宗
雪
・
相
説
同
一
人
説
も

出
て
い
た
が
、
宗
雪
の
作
品
に
は
、「
宗
雪
」
朱
白
文
小
方
印
が
使
用
さ
れ
て
お
ら

ず
、
相
説
が
、
宗
雪
の
後
継
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
よ
り
使
用
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
、
落
款
か
ら
こ
の
作
品
の
位
置
づ
け
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

引
い
て
い
る
。『
金
沢
市
史
』
資
料
編
一
六
に
は
、
カ
ラ
ー
の
美
し
い
図
版
と
と
も

に
、「「
宗
雪
」
朱
白
文
方
印
は
、
喜
多
川
相
説
が
、
俵
屋
宗
雪
の
後
継
者
と
し
て
意

識
が
は
た
ら
き
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
印
に
つ
い
て
同
様
の
見
解
が
掲
載
さ

れ
、
そ
の
他
の
解
説
は
先
の
石
川
県
美
術
館
の
展
覧
会
図
録
の
解
説
に
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
。
さ
ら
に
最
後
は
、
や
は
り
「
相
説
の
草
花
図
の
中
で
は
最
も
優
れ
た
作
品
で

あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
一
二
。
作
品
の
評
価
と
し
て
は
、
総
じ
て
良
好
で
あ
る
。
昭

和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
二
月
二
十
六
日
に
石
川
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
相
説
の
作
品
に
お
け
る
資
料
性
の
高
さ
も
旧
来
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
る
作
品
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
相
説
の
代
表
的
作
品
の
ひ
と
つ
と
言

う
べ
き
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
い
ま
だ
学
術
誌
等
で
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
相
説
の

作
品
を
扱
っ
た
論
文
の
総
数
が
少
な
く
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
琳
派
に
関
す
る
論

文
や
草
花
図
に
関
す
る
論
文
の
中
で
の
言
及
で
あ
り
、
宗
達
派
の
継
承
問
題
に
つ
い

て
述
べ
た
部
分
で
登
場
す
る
か
作
品
紹
介
に
終
始
し
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
こ
れ
以
降
、
一
次
資
料
の
新
た
な
発
見
に
至
ら
な
い
た
め
、
ま
ず
は

石
川
県
立
美
術
館
本
に
つ
い
て
構
図
、
描
法
、
描
か
れ
る
植
物
に
つ
い
て
作
品
に
即

し
て
詳
述
し
、
そ
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
た
い
。

構
図
に
つ
い
て

　

落
款
が
外
側
に
な
る
よ
う
に
並
べ
て
一
双
を
見
た
場
合
、
右
隻
第
一
扇
の
ス
ス

キ
一
三
や
フ
ヨ
ウ
か
ら
キ
ク
、
第
六
扇
の
ク
ズ
ま
で
は
奥
へ
と
遠
ざ
か
っ
て
い
く
よ

う
に
見
え
、
第
四
扇
の
ハ
ケ
イ
ト
ウ
か
ら
第
六
扇
の
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
ま
で
が
手
前

と
い
う
よ
う
に
、
前
後
二
列
に
分
か
れ
て
い
る
。
左
隻
も
同
様
に
前
後
の
草
叢
に
分

か
れ
て
い
る
が
、
右
隻
と
は
対
照
を
成
す
よ
う
に
後
列
は
第
一
扇
が
一
番
小
さ
く
奥

ま
っ
て
描
か
れ
、
第
六
扇
に
向
け
て
次
第
に
草
叢
の
描
か
れ
る
面
積
が
広
く
手
前
に

広
が
っ
て
来
る
よ
う
に
見
え
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
右
隻
第
四
扇
か
ら
六
扇
お

よ
び
左
隻
第
一
扇
か
ら
四
扇
に
か
け
て
前
列
（
画
面
下
方
）
に
描
か
れ
た
ハ
ケ
イ
ト

ウ
や
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
、
ダ
ン
ド
ク
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
、
キ
キ
ョ
ウ
な
ど
を
、
後
列
の

ハ
ギ
、
フ
ヨ
ウ
、
キ
ク
、
ク
ズ
、
フ
キ
、
ア
サ
ガ
オ
、
ズ
イ
キ
な
ど
の
草
叢
が
取
り

囲
む
円
を
描
く
よ
う
な
構
図
で
あ
る
。
草
花
同
士
が
円
陣
を
組
ん
だ
よ
う
な
構
図
に

つ
い
て
は
、
署
名
を
伴
わ
な
い
「
伊
年
」
印
草
花
図
群
の
一
部
の
作
品
に
お
い
て
も

み
ら
れ
た
が
一
四
、
京
都
国
立
博
物
館
の
「
草
花
図
襖
」（
参
考
図
２
）
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
草
花
な
画
面
下
方
か
ら
差
し
出
す
よ
う
に
描
か
れ
、
手
前
か
ら
中
心
の

草
花
を
囲
む
よ
う
に
描
か
れ
て
い
た
。「
伊
年
」
印
草
花
図
の
中
で
も
背
景
が
素
地

の
作
品
で
は
、
草
花
が
並
列
化
さ
れ
る
傾
向
が
と
く
に
強
く
み
ら
れ
る
が
、
相
説
の

作
品
で
は
余
白
を
意
識
し
、
草
叢
の
足
元
に
土
坡
を
描
く
、
あ
る
い
は
余
白
で
遮
る

な
ど
の
構
図
の
工
夫
に
よ
る
奥
行
の
表
現
が
試
み
ら
れ
て
お
り
、
根
津
美
術
館
の

「
四
季
草
花
図
屏
風
」
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。

　

一
方
、
石
川
県
立
美
術
館
本
は
、
根
津
美
術
館
の
「
四
季
草
図
屏
風
」
に
比
べ
て

草
花
が
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
連
の
伊
年
印
草
花
図
の
定
型
化
を
見
る
並
列
的
な

構
図
に
近
い
。
ま
た
、
六
曲
一
双
の
草
花
図
で
は
珍
し
く
、
四
季
で
は
な
く
秋
の
一

287（6）
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季
の
み
の
草
花
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
複
数
の
草
叢
に
重
複
し
て
描
か
れ
る
草
花
も

あ
り
、
種
類
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
し
か
し
、
画
面
に
は
処
狭
し
に
草
叢
が
連
な

り
、
草
叢
同
士
が
自
然
な
連
関
性
を
も
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
右
隻

第
一
扇
に
描
か
れ
て
い
る
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
は
左
隻
第
三
扇
の
下
方
に
再
度
描
か
れ
て

お
り
、
右
隻
第
三
扇
・
四
扇
に
さ
り
気
な
く
描
か
れ
る
フ
ヨ
ウ
は
、
左
隻
で
は
第
一

扇
か
ら
第
四
扇
に
か
け
て
上
方
に
と
り
ど
り
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
右
隻
第

四
・
五
扇
の
下
方
に
描
か
れ
た
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
は
左
隻
第
四
扇
の
下
方
に
も
描
か

れ
て
お
り
、
右
隻
第
五
・
六
扇
の
下
方
に
見
え
る
キ
キ
ョ
ウ
の
群
生
は
左
隻
第
五
・

六
扇
に
も
再
び
現
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
具
合
で
、
一
見
す
る
と
一
連
の
「
伊
年
」
印

草
花
図
の
並
列
的
で
単
調
な
配
置
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
構
図
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
定
の
間
隔
で
個
々
の
草
叢
を
文
様
化
し
た
よ
う
に
描
く
こ

と
に
よ
る
草
叢
の
独
立
性
は
抑
え
ら
れ
、
同
じ
種
類
の
草
花
が
繰
り
返
し
て
描
か

れ
、
草
叢
と
草
叢
と
が
前
後
し
て
重
な
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
自
然

な
景
観
と
し
て
の
一
体
感
を
生
じ
さ
せ
る
。

描
法
に
つ
い
て

　

全
体
的
に
水
彩
画
の
よ
う
な
淡
い
印
象
を
受
け
る
が
、
そ
れ
は
、
花
弁
が
幾
重
に

も
重
な
る
キ
ク
や
フ
ヨ
ウ
、
ム
ク
ゲ
や
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
な
ど
は
、
輪
郭
線
で
縁
取
ら

れ
て
い
る
が
そ
の
他
は
没
骨
法
で
植
物
を
描
い
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
大
き
な
面
を

も
つ
葉
は
、
そ
の
重
な
り
の
立
体
感
を
ふ
ん
だ
ん
な
た
ら
し
込
み
の
使
用
に
よ
っ
て

表
現
し
て
い
る
。
葉
脈
も
金
泥
と
墨
を
取
り
合
わ
せ
て
立
体
的
か
つ
繊
細
な
表
現
を

し
て
い
る
。

　

先
に
挙
げ
た
色
彩
に
つ
い
て
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
が
際
立
っ
て
い
る
。
全
体

の
分
量
と
し
て
は
フ
ヨ
ウ
や
ア
オ
イ
や
キ
ク
、
ハ
ギ
な
ど
の
白
い
花
が
目
立
つ
が
、

ダ
ン
ド
ク
や
キ
ク
に
見
ら
れ
る
赤
、
そ
し
て
キ
キ
ョ
ウ
や
ア
サ
ガ
オ
の
爽
や
か
な
青

が
目
に
鮮
や
か
に
映
る
。
全
体
に
占
め
る
割
合
が
最
も
多
い
色
彩
は
、
葉
茎
を
描
く

墨
色
と
の
た
ら
し
込
み
に
よ
る
く
す
ん
だ
緑
で
あ
る
。
相
説
の
描
く
草
花
図
は
、
こ

の
墨
と
緑
の
た
ら
し
込
み
で
非
常
に
落
ち
着
い
た
緑
を
表
現
す
る
こ
と
が
特
徴
の
ひ

と
つ
で
あ
る
が
、
描
か
れ
る
草
叢
の
量
が
多
い
分
だ
け
、
こ
の
暗
い
緑
の
占
め
る
量

も
増
し
、
全
体
が
渋
い
様
相
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
鮮
や
か
な
赤
や
青
の

花
は
、
ま
さ
に
草
花
の
鮮
度
を
蘇
ら
す
か
の
よ
う
に
瑞
々
し
く
、
画
面
に
生
気
を
与

え
て
い
る
。
濃
彩
と
淡
彩
の
中
間
の
よ
う
な
描
き
方
は
、
花
弁
や
葉
の
薄
く
嫋
や
か

な
質
感
を
表
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
手
前
（
画
面
で
は
下
方
）
の
草
叢
を
小
さ
く
控
え
め
に
描
い
て
い
る
の
に

対
し
、
奥
（
画
面
で
は
上
方
）
に
あ
る
草
叢
を
誇
張
し
て
描
い
て
お
り
、
遠
近
感
が

失
わ
れ
て
、
奥
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
上
方
に
描
か
れ
る
草
花
が
迫
り
来
る
よ
う

な
印
象
と
な
る
。
こ
の
作
品
を
目
の
前
に
し
た
と
き
の
迫
力
、
圧
迫
感
と
い
う
よ
う

な
感
覚
は
、
こ
の
描
き
方
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
構
図
や
描
法
だ
け
で
な

く
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
相
説
の
作
品
の
中
で
も
珍
し
い
こ
の
屏
風
の
大
き

さ
と
も
関
わ
り
が
あ
る
だ
ろ
う
一
五
。

描
か
れ
る
植
物
の
種
類
に
つ
い
て

　

こ
の
よ
う
に
石
川
県
立
美
術
館
本
を
見
て
く
る
と
、
多
く
の
植
物
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
個
々
の
植
物
の
種
類
の
比
定
は
難
し
い
が
、
描
か
れ

た
植
物
の
中
で
、
ほ
か
の
秋
草
を
描
い
た
も
の
と
比
較
し
て
、
異
彩
を
放
っ
て
い
る

植
物
は
、
右
隻
第
五
扇
に
長
く
や
や
幅
広
の
葉
と
ハ
ト
ム
ギ
に
似
た
丸
い
緑
色
の
実

を
つ
け
て
い
る
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
（
図
４
）
と
左
隻
第
一
・
二
扇
に
描
か
れ
た
黒
み
の
あ

る
大
き
な
葉
か
ら
長
い
茎
を
伸
ば
し
て
赤
い
花
を
つ
け
る
ダ
ン
ド
ク
（
図
５
）
で
あ

ろ
う
。
両
者
と
も
に
背
高
く
画
中
の
前
方
の
草
叢
に
描
か
れ
て
目
を
引
き
付
け
ら
れ

る
。
と
く
に
ダ
ン
ド
ク
は
「
特
別
展｢

古
九
谷
と
屏
風
絵｣

―
草
花
文
様
に
見
る
近
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世
名
品
展
―
」
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
作
品
解
説
で
、
描
か
れ
る
植
物
の
主
要
な
も
の

を
列
挙
し
た
中
の
「
擬
宝
珠
」（
以
下
、
ギ
ボ
ウ
シ
と
す
る
）
と
紹
介
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
か
つ
て
拙
論
も
こ
れ
に
従
っ
て
ギ
ボ
ウ
シ
と
紹
介
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
今
回
の
再
調
査
に
よ
り
、
ギ
ボ
ウ
シ
は
夏
に
青
ま
た
は
白
の
花

を
咲
か
せ
る
植
物
で
あ
り
、
石
川
県
立
美
術
館
本
で
ギ
ボ
ウ
シ
に
匹
敵
す
る
植
物
は

見
ら
れ
ず
、
花
の
形
態
や
色
、
葉
の
付
き
方
な
ど
か
ら
再
検
証
の
う
え
、
ダ
ン
ド
ク

と
す
る
に
至
っ
た
。

　

ダ
ン
ド
ク
は
『
原
色
牧
野
植
物
大
圖
鑑
』
続
編
一
六
に
よ
る
と
「
カ
ン
ナ
科
の
多

年
草
。
イ
ン
ド
，
マ
ラ
ッ
カ
，
マ
レ
ー
諸
島
等
原
産
。
高
さ
１
．
５
〜
２
ｍ
で
群
生

す
る
多
年
草
。
根
茎
は
多
肉
粗
大
。
葉
は
長
さ
30
〜
40
㎝
，
厚
質
で
光
沢
が
あ
る
。

花
は
夏
か
ら
秋
，
真
紅
色
で
長
さ
５
㎝
内
外
。（
中
略
）
徳
川
時
代
に
渡
来
し
，
九

州
だ
け
残
っ
て
い
る
カ
バ
イ
ロ
ダ
ン
ド
ク
が
あ
る
。
和
名
檀
特
は
梵
語
。
漢
名
曇

華
。（
以
下
略
）」
と
あ
り
、
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
挿
図
（
参
考
図
１
）
か
ら
も
、
作

品
中
の
植
物
が
ギ
ボ
ウ
シ
で
は
な
く
ダ
ン
ド
ク
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
の
ダ

ン
ド
ク
は
、
花
壇
な
ど
に
植
え
ら
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
る
カ
ン
ナ
に
葉
や
茎
の
形

状
が
よ
く
似
て
お
り
、
花
の
つ
き
方
は
カ
ン
ナ
ほ
ど
花
が
大
き
く
広
が
ら
ず
、
や
や

地
味
な
印
象
で
あ
る
。
磯
野
直
秀
氏
に
よ
る
、
江
戸
時
代
末
ま
で
に
渡
来
し
た
草

花
・
庭
木
類
を
対
象
に
最
も
古
い
記
載
・
絵
画
資
料
を
年
表
化
し
た
「
明
治
前
園
芸

植
物
渡
来
年
表
」
お
よ
び
「
資
料
別
・
草
木
名
初
見
リ
ス
ト
」
で
は
、
ダ
ン
ド
ク

は
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
脱
稿
の
『
花
壇
綱
目
』（
水
野
元
勝
著
）
が
初
出
で

あ
る
一
七
。
ま
た
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
六
九
）
刊
の
『
草
花
絵
前
集
』（
伊
藤
伊
兵

衛
著
）
に
も
挿
絵
付
き
で
「
花
く
れ
な
い
、
四
五
月
に
さ
く
、
葉
は
ば
せ
を
の
ち
さ

き
物
な
り
」
と
あ
る
。

　

石
川
県
立
美
術
館
本
の
ほ
か
に
相
説
の
周
辺
で
ダ
ン
ド
ク
を
描
い
た
作
品
は
、

「
柴
垣
図
屏
風
」（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）一
八
、｢

宗
雪｣

朱
白
文
方
印
の
「
秋
草
図
」

（
個
人
蔵
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
一
九
、
剥
落
も
あ
る
せ
い
か
前
者
で
は
赤
い
キ
ク

の
後
ろ
に
や
や
控
え
め
に
見
え
る
が
、
後
者
で
は
画
面
の
ほ
ぼ
中
央
に
堂
々
た
る
様

相
で
あ
る
。
両
者
の
描
法
を
比
較
す
る
と
、
ダ
ン
ド
ク
の
大
き
く
広
が
る
葉
の
独
特

の
葉
脈
の
浮
き
上
が
り
波
打
つ
質
感
を
、
前
者
は
墨
色
を
用
い
て
表
現
し
て
い
る
の

に
対
し
、
後
者
は
ほ
か
の
植
物
の
葉
脈
と
同
様
に
金
泥
に
よ
る
線
描
で
表
現
し
て
い

る
。
さ
ら
に
花
弁
の
部
分
で
は
、「
柴
垣
図
屏
風
」
の
ダ
ン
ド
ク
の
表
現
技
法
は
石

川
県
立
美
術
館
本
に
類
似
し
て
い
る
。
ダ
ン
ド
ク
は
六
曲
一
双
形
式
に
定
型
化
が
見

ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
伊
年
」
印
草
花
図
に
は
描
か
れ
な
か
っ
た
植
物
で
あ
り
、
相
説

の
周
辺
で
新
た
に
採
録
さ
れ
た
植
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
も
『
原
色
牧
野
植
物
圖
鑑
』二
〇
で
み
る
と
「
熱
帯
ア
ジ
ア
原
産
。

栽
培
か
ら
野
生
化
し
各
地
の
水
辺
な
ど
に
生
え
る
多
年
草
。
茎
は
分
枝
し
束
生
，
高

さ
１
〜
１
．
５
ｍ
。
花
は
初
秋
，
葉
え
き
か
ら
長
短
不
同
の
柄
を
も
ち
花
穂
を
つ
け

（
中
略
）
和
名
数
珠
玉
の
玉
は
球
形
の
実
に
基
づ
く
。
古
名
ツ
シ
ダ
マ
，
タ
マ
ヅ
シ
，

ツ
ス
。
漢
名
薏
苡
，
回
回
米
（
以
下
略
）」
と
あ
る
。
先
の
磯
野
氏
の
年
表
で
ジ
ュ

ズ
ダ
マ
は
延
喜
八
年
（
九
一
八
）
の
『
本
草
和
名
』
が
初
出
と
さ
れ
る
が
、
初
見
リ

ス
ト
で
は
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
の
『
古
語
拾
遺
』
と
な
っ
て
い
る
。
ジ
ュ
ズ
ダ
マ

は
十
七
世
紀
に
は
新
し
い
植
物
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
絵
画

化
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
植
物
で
あ
り
、
こ
う
し
た
身
近
で
な
じ
み
深
い
、
言
う
な
れ

ば
、
有
り
触
れ
た
植
物
ま
で
も
絵
画
化
し
た
と
こ
ろ
は
宗
達
派
草
花
図
の
新
し
さ
で

あ
ろ
う
。

　

つ
ぎ
に
落
款
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
署
名
か
ら
「
法
橋
」
に
叙
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
記
録
類
が
乏
し
い
相
説
に
つ
い
て
は
非
常
に
重
要
な
手
掛

か
り
と
な
る
。
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相
説
が
使
用
す
る
印
章
に
つ
い
て
―
「
宗
雪
」
朱
白
文
方
印
の
位
置
づ
け

　

石
川
県
立
美
術
館
本
に
使
用
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
印
章
は
、
四
．
七
×
四
．
七
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
「
伊
年
」
朱
文
円
印
と
二
．
〇
×
二
．
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

「
宗
雪
」
朱
白
文
円
印
（
落
款
１
）
で
あ
る
。
前
者
は
宗
達
や
俵
屋
宗
雪
が
使
用
し

た
印
章
と
同
じ
印
文
で
あ
る
が
別
印
で
あ
る
。
こ
の
「
伊
年
」
と
い
う
印
文
は
、
先

述
の
と
お
り
宗
達
や
宗
雪
も
使
用
し
て
い
た
が
、
い
わ
ゆ
る
「「
伊
年
」
印
草
花
図
」

な
ど
が
示
す
よ
う
に
署
名
を
伴
わ
な
い
工
房
作
品
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な

く
、
商
標
と
し
て
の
機
能
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
相
説
の
作
品
に
お
い
て
、
こ
の
印

章
の
使
用
方
法
を
み
て
い
く
と
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
「
四
季
草
花
図
屏

風
」
を
除
い
て
「
法
橋
相
説
」
か
「
相
説
法
橋
」
の
署
名
が
あ
り
、
法
橋
就
任
に
際

し
て
大
画
面
の
作
品
を
中
心
に
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
二
一
。

　

後
者
は
相
説
の
他
に
、
そ
の
名
の
主
で
あ
る
俵
屋
宗
雪
も
使
用
し
た
例
は
見
当
た

ら
な
い
。
宗
雪
は
「
萩
兎
図
屏
風
」（
石
川
県
立
美
術
館
・
参
考
図
３
）
や
「
秋
草

図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
・
参
考
図
４
）、「
龍
虎
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物

館
）
等
で
「
伊
年
」
朱
文
円
印
を
捺
し
、「
群
鶴
図
屏
風
」
で
は
「
伊
年
」
朱
文
円

印
と
「
峰
宝
」
白
文
方
印
を
併
用
し
た
例
（
落
款
４
）
が
あ
る
が
、
石
川
県
立
美
術

館
本
の
「
宗
雪
」
朱
白
文
方
印
と
は
全
く
異
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
相
説
は
法
橋
に
叙

さ
れ
る
以
前
に
「
相
説
」
の
署
名
で
、
押
絵
貼
屏
風
あ
る
い
は
掛
幅
と
い
っ
た
比
較

的
小
さ
な
画
面
を
手
掛
け
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
は
一
．
八
×
一
．
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
「
伊
年
」
白
文
方
印
が
最
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。｢

宗
雪
・
相
説
展｣
の

四
一
番
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
相
説
筆
「
秋
草
図
屏
風
」
は
六
曲
一
双
の
大
画
面

で
あ
り
な
が
ら
、「
相
説
」
の
署
名
と
と
も
に
「
伊
年
」
白
文
方
印
二
二
が
捺
さ
れ
る

珍
し
い
作
品
で
あ
る
。
現
状
で
は
六
曲
一
双
と
な
っ
て
い
る
が
、
掲
載
図
録
の
解
説

に
は
、
画
面
が
つ
な
が
ら
ず
不
自
然
で
あ
る
た
め
、
当
初
は
一
双
で
は
な
か
っ
た
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
画
面
下
方
に
は
左
隻
は
流
水
型
に
、
右
隻
は
土
坡
を
思

わ
せ
る
よ
う
に
銀
箔
で
仕
上
げ
て
お
り
、
草
花
は
こ
の
銀
箔
に
遮
ら
れ
る
よ
う
に
描

か
れ
て
い
る
。
こ
の
土
坡
で
遮
る
技
法
は
、
宗
雪
が
先
の
「
萩
兎
図
屏
風
」（
参
考

図
３
）
や
「
秋
草
図
屏
風
」（
参
考
図
４
）
で
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

ま
た
、
描
か
れ
て
い
る
草
花
は
ハ
ギ
と
キ
ク
、
ス
ス
キ
と
少
な
く
、
キ
ク
に
い
く
つ

か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
が
、
相
説
の
押
絵
貼
や
掛
幅
の
作
品
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
淡
白
な
水
彩
画
の
よ
う
な
表
現
が
み
ら
れ
、
落
款
が
示
す
よ
う
に
法
橋
叙
任
以

前
の
押
絵
貼
り
や
掛
幅
を
中
心
に
手
掛
け
て
い
た
こ
ろ
の
作
品
で
あ
る
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
喜
多
川
法
橋
相
説
七
十
二
歳
画
之
」
の
署
名
が
あ
り
、
晩
年

の
作
品
と
さ
れ
る
「
四
季
草
花
図
押
絵
貼
屏
風
」（
黒
部
市
美
術
館
）
で
も
用
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
制
作
活
動
を
通
し
て
「
伊
年
」
白
文
方
印
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

で
は
、
石
川
県
立
美
術
館
本
に
捺
さ
れ
た
「
宗
雪
」
朱
白
文
方
印
に
注
目
し
て
み

る
。
使
用
方
法
と
し
て
は
、「
達
磨
図
」（
参
考
図
６
）
の
よ
う
に
「
相
説
」
と
い
う

署
名
を
伴
う
も
の
、「
踊
地
蔵
図
」（
参
考
図
７
）、「
草
花
図
」（
参
考
図
８
）、「
芥

子
図
」（
参
考
図
９
）
の
よ
う
に
署
名
が
な
く
印
章
の
み
の
も
の
、
そ
し
て
石
川
県

立
美
術
館
本
の
よ
う
に
「
法
橋
相
説
」
と
い
う
署
名
の
も
の
と
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、

「
伊
年
」
白
文
方
印
ほ
ど
使
用
頻
度
は
高
く
な
い
が
、
こ
の
印
章
も
活
動
期
の
ほ
と

ん
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
石
川
県
立
美
術
館
本
以
外
に
は

押
絵
貼
屏
風
の
作
品
と
掛
幅
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
伊
年
」
白
文
方
印
と
同
様
の
扱

い
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
宗
雪
の
数
少
な
い
現
存
作
品
に
は

「
宗
雪
」
の
印
文
の
印
章
を
使
用
し
た
も
の
は
見
つ
か
ら
な
い
。
す
る
と
宗
雪
の
工

房
の
印
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
存
す
る
作
品
は
相
説
の
作
風
に
よ
り
近

く
、
工
房
印
と
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
類
例
の
広
が
り
が
乏
し
い
。

さ
ら
に
、
相
説
が
使
用
し
た
印
章
に
は
も
う
ひ
と
つ
、「
宗
説
」
朱
文
円
印
が
あ
る
。

「
四
季
草
花
図
押
絵
貼
屏
風
」（
黒
部
市
美
術
館
）
に
は
右
隻
第
一
扇
と
左
隻
第
六
扇
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に
の
み
署
名
が
あ
り
、
こ
の
署
名
の
下
に
は
そ
れ
ぞ
れ
各
扇
に
捺
さ
れ
た
「
宗
説
」

朱
文
円
印
と
と
も
に
「
伊
年
」
白
文
方
印
を
捺
し
て
い
る
（
落
款
３
）。
つ
ま
り
、

署
名
を
し
た
両
端
に
の
み
「
伊
年
」
白
文
方
印
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
屏

風
の
構
造
や
署
名
、
絹
本
と
い
う
特
異
性
か
ら
、
当
初
か
ら
押
絵
貼
屏
風
に
仕
立
て

ら
れ
る
た
め
に
描
か
れ
た
絵
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
両
端
以
外
は
署
名
を
省
略
し
た

と
判
断
で
き
る
。
ま
た
、
署
名
を
伴
わ
ず
に
使
用
さ
れ
た
場
合
は
、
い
ず
れ
も
「
伊

年
」
白
文
方
印
と
と
も
に
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
宗
説
」
朱
文
円
印
は
常
に

「
伊
年
」
白
文
方
印
と
併
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
四
季
草
花
図
屏
風
」（
根
津

美
術
館
）
は
こ
の
印
章
の
組
み
合
わ
せ
で
「
喜
多
川
法
橋
相
説
」
の
署
名
（
落
款

２
）
が
あ
る
二
三
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、「
宗
雪
」
朱
白
文
方
印
や
「
宗
説
」
朱
文
円
印
は
相
説

の
周
辺
で
新
た
に
作
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
印
で
あ
り
、
俵
屋
の
商
標
で
も
あ
る

「
伊
年
」
の
印
文
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
宗
達
、
宗
雪
の
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
示

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
伊
年
」
と
い
う
印
章
が
、
ほ
か
の
印
章
よ
り

高
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

署
名
を
伴
わ
な
い
作
品
に
つ
い
て
は
個
体
差
が
あ
る
の
で
一
概
に
は
述
べ
難
い

が
、
総
じ
て
草
花
の
表
現
が
固
い
か
稚
拙
で
あ
る
も
の
が
目
立
ち
、
構
図
も
単
調
な

も
の
、
余
白
を
持
て
余
し
て
平
面
的
に
陥
っ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
ま
た

「
宗
雪
」
朱
白
文
方
印
や
「
宗
説
」
朱
文
円
印
が
相
説
以
外
の
人
物
の
署
名
を
伴
う

こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
も
、
相
説
の
工
房
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

以
上
か
ら
石
川
県
立
美
術
館
本
で
は
、「
宗
雪
」
朱
白
文
方
印
に
よ
り
俵
屋
宗
雪

の
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、「
伊
年
」
朱
文
円
印
で
も
俵
屋
の
後
継
者
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
署
名
で
は
法
橋
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
余
白
を
大
き
く
残

す
意
識
的
な
構
図
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
宗
雪
お
よ
び
俵
屋
の
後
継
者
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
す
る
作
品
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
署
名
の
書
き
方
に
つ
い
て
、「
相
説
法
橋
」
と
い
う
署
名
は
強
弱
の
差
の

強
い
書
体
で
、
概
ね
ほ
か
の
署
名
の
書
体
に
似
て
い
る
が
、
黒
部
市
美
術
館
の
「
四

季
草
花
図
屏
風
」
の
書
体
に
比
べ
る
と
、
若
干
細
い
部
分
の
弱
さ
が
目
立
つ
。
ま

た
、「
法
橋
相
説
」
で
は
な
く
「
相
説
法
橋
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
細
見
美
術
館
の

「
草
花
図
屏
風
」
は
じ
め
数
点
が
「
相
説
法
橋
」
の
署
名
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
俵

屋
宗
雪
は
「
宗
雪
法
橋
」
と
署
名
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
問
題
と
は
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。

　
「
伊
年
」
印
草
花
図
が
宗
達
の
周
辺
で
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

が
、
宗
達
の
署
名
が
あ
る
作
品
の
個
性
と
は
異
な
る
線
上
に
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と

も
事
実
で
あ
り
、
伊
年
印
の
「
草
花
図
」
が
宗
達
以
後
の
宗
達
派
が
生
き
残
る
手
段

の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
石
川
県
立
美
術
館
本
を

概
観
す
る
と
、
相
説
の
作
品
が
「
伊
年
」
印
草
花
図
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
の
で
は

な
く
、
新
奇
性
を
取
り
込
み
つ
つ
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
や
や
異
な
る
方
向
へ
と
草

花
図
を
導
き
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
三
章　

相
説
と
そ
の
周
辺
―
本
草
学
と
「
法
橋
」
叙
任
を
め
ぐ
っ
て

　

相
説
に
よ
っ
て
「
伊
年
」
印
草
花
図
に
ダ
ン
ド
ク
が
採
録
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し

た
が
、
他
の
作
家
に
よ
る
ダ
ン
ド
ク
の
描
写
と
し
て
は
、
渡
辺
始
興
（
一
六
八
三
〜

一
七
五
五
）
の
「
草
花
図
屏
風
」（
二
曲
一
隻
、
フ
リ
ア
美
術
館
）
や
、
落
款
は
無

い
が
始
興
筆
と
さ
れ
る
「
四
季
草
花
図
屏
風
」（
六
曲
一
双
、
ア
シ
ュ
モ
レ
ア
ン
美

術
館
）
な
ど
に
描
か
れ
、
さ
ら
に
始
興
が
仕
え
た
近
衛
家
煕
（
一
六
六
七
〜
一
七
三

六
）
の｢
花
木
真
寫｣

や
陽
明
文
庫
が
所
蔵
す
る
草
花
図
一
五
枚
を
貼
交
ぜ
た
「
花

木
真
寫
貼
交
屏
風
」
に
も
登
場
す
る
。「
花
木
真
寫
」
は
三
巻
、
計
二
五
〇
図
か
ら

成
る
。
日
本
産
の
も
の
が
八
十
一
種
、
外
国
産
の
も
の
は
四
十
二
種
、
野
生
の
も
の
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は
二
十
四
種
で
栽
培
の
も
の
は
九
十
九
種
で
あ
る
と
い
う
二
四
。
家
煕
が
加
賀
藩
に

も
仕
え
た
稲
生
若
水
（
一
六
五
五
〜
一
七
一
五
）
の
門
下
の
本
草
学
者
・
松
岡
恕
庵

（
玄
達
）（
一
六
六
八
〜
一
七
四
六
）二
五
に
再
々
質
問
を
し
て
い
る
こ
と
が
家
煕
の
侍

医
・
山
科
道
安
（
一
六
七
七
〜
一
七
四
六
）
の
記
し
た
『
槐
記
』
に
登
場
し
て
い

る
二
六
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
関
心
度
の
高
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
陽
明
文

庫
の
『
聚
芳
帯
図
左
編
目
録
』
は
家
煕
が
江
村
如
圭
の
『
聚
芳
帯
図
左
編
』（
一
七

二
七
年
）
の
目
録
を
手
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
如
圭
は
松
岡
恕
庵
門
下
で
『
聚
芳
帯

図
左
編
』
は
漢
名
の
已
考
品
二
七
四
種
、
未
考
品
一
三
一
種
を
そ
れ
ぞ
れ
春
夏
秋
冬

に
配
列
し
、
各
種
に
図
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
向
か
ら
、
家
煕
自

ら
が
進
ん
で
本
草
学
に
向
き
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
植
物
へ
の

熱
い
眼
差
し
を
傾
け
た
家
煕
に
仕
え
た
始
興
は
、
通
称
・
求
馬
と
言
い
、
一
七
〇
八

年
頃
か
ら
近
衛
家
に
出
入
り
を
願
い
、
家
煕
が
亡
く
な
る
ま
で
仕
え
て
い
る
。
始
興

の
先
に
挙
げ
た
作
品
や
「
四
季
花
木
図
屏
風
」（
畠
山
記
念
館
）
に
は
ダ
ン
ド
ク
や

ビ
ジ
ン
シ
ョ
ウ
、
タ
バ
コ
な
ど
外
来
種
の
植
物
が
描
き
込
ま
れ
て
お
り
、
大
覚
寺
の

正
寝
殿
紅
葉
の
間
腰
障
子
絵
に
も
ホ
ウ
セ
ン
カ
や
ウ
コ
ン
が
描
か
れ
て
い
る
二
七
。

始
興
の
草
花
図
に
描
か
れ
る
こ
れ
ら
の
亜
熱
帯
性
植
物
は
、
琉
球
か
ら
も
た
ら
さ
れ

た
「
琉
球
植
物
」
と
し
て
注
目
さ
れ
、
諸
先
学
に
よ
っ
て
家
煕
の
琉
球
へ
の
関
心
、

近
衛
家
と
薩
摩
藩
島
津
家
と
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、
薩
摩
絵
師
・
木
村
探
元
（
一
六
七

九
〜
一
七
六
七
）
と
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
二
八
。
家
煕
や
始
興
は
薩
摩
藩
を

通
じ
て
琉
球
の
亜
熱
帯
植
物
の
情
報
を
入
手
し
て
い
た
の
で
あ
る
二
九
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
ダ
ン
ド
ク
は
十
八
世
紀
前
半
に
は
一
部
の
人
々
の
み
が
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
珍
し
い
植
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
宗
達
派
の
草
花
図
の
展

開
期
に
時
期
を
同
じ
く
し
て
本
草
学
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
西
本
周
子
氏
が
指
摘
三
〇
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
相
説
が
そ

の
時
代
の
植
物
に
関
す
る
情
報
に
敏
感
に
反
応
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
を
加
え
た
い
。
本
草
学
を
含
む
博
物
学
的
な
視
点
と
し
て
、
こ
の
作
品
の
ズ
イ

キ
（
サ
ト
イ
モ
）
の
上
に
は
バ
ッ
タ
の
よ
う
な
昆
虫
が
数
匹
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も

指
摘
し
て
お
く
。「
伊
年
」
印
草
花
図
に
お
い
て
昆
虫
が
描
か
れ
る
作
品
は
皆
無
で

は
な
い
が
非
常
に
珍
し
く
、
そ
の
原
型
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
中
国
の
常
州
草
虫
画
が

植
物
だ
け
で
な
く
昆
虫
や
小
動
物
と
が
一
体
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
、
明
ら
か
な
傾
向
の
相
違
で
も
あ
る
三
一
。
昆
虫
や
爬
虫
類
、
両
生
類
な
ど
小
動

物
と
植
物
の
組
み
合
わ
せ
は
十
八
世
紀
後
半
以
降
、
伊
藤
若
冲
（
一
七
一
六
〜
一
八

〇
〇
）
ら
に
よ
っ
て
写
生
的
な
要
素
を
含
み
込
み
な
が
ら
展
開
し
て
い
く
。
相
説
の

描
写
は
若
冲
ほ
ど
細
密
さ
を
感
じ
ず
、
始
興
の
ダ
ン
ド
ク
の
形
態
描
写
と
比
べ
て

も
、
花
弁
の
表
現
が
曖
昧
で
あ
り
、
蕾
の
よ
う
に
見
え
る
。
博
物
学
的
観
点
で
の
描

写
の
精
度
は
高
く
な
く
、
相
説
は
花
を
実
見
し
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
が
、
先
行

し
て
興
隆
期
の
博
物
学
へ
の
視
線
を
向
け
て
い
た
点
で
は
評
価
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
一
連
の
「
伊
年
」
印
草
花
図
が
宗
達
の
生
前
か
ら
制
作
さ
れ
て
い
た
と
し

て
、
相
説
が
そ
の
後
継
者
で
あ
る
宗
雪
の
さ
ら
に
後
継
者
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

第
一
章
で
触
れ
た
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
の
宗
雪
の｢

群
鶴
図
屏
風｣

の
制
作
が

知
ら
れ
る
た
め
、
相
説
は
そ
の
後
、
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
前
半
の
頃
に
活
躍

し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
三
二
、
ち
ょ
う
ど
始
興
や
家
煕
と
時
代
が
一
致
す
る
。
そ
し

て
そ
の
頃
、
相
説
が
制
作
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
金
沢
に
お
い
て

は
、
五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀
（
一
六
四
三
〜
一
七
二
四
）
の
治
世
で
あ
っ
た
三
三
。

　

綱
紀
が
わ
ず
か
三
歳
の
時
に
死
去
し
た
父
・
光
高
に
代
わ
っ
て
養
育
し
た
祖
父
・

利
常
（
一
五
九
三
〜
一
六
五
八
）
は
、
綱
紀
の
後
見
と
な
り
綱
紀
の
学
問
や
藩
政
に

も
大
い
に
影
響
を
与
え
た
。
三
代
藩
主
・
前
田
利
常
は
、
三
十
一
歳
年
上
の
異
母

兄
・
利
長
か
ら
慶
長
五
年
（
一
六
〇
五
）
わ
ず
か
十
三
歳
で
家
督
を
譲
り
受
け
た
。

藩
政
に
お
い
て
も
改
作
法
な
ど
に
よ
っ
て
金
沢
の
繁
栄
の
礎
を
築
い
た
こ
と
で
名
高

い
だ
け
で
な
く
、
地
場
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、
金
沢
の
文
化
的
発
展
に
寄
与
し
た
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こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
豊
臣
秀
吉
の
忠
臣
で
あ
っ
た
前
田
家
は
、
徳
川
幕
府
下
に
お

い
て
は
常
に
動
向
を
監
視
さ
れ
る
緊
張
関
係
に
あ
り
、
利
常
は
同
様
に
徳
川
家
と
は

微
妙
な
関
係
で
あ
っ
た
同
時
代
の
後
水
尾
天
皇
と
の
関
係
を
築
い
て
お
り
三
四
、
京

の
文
化
に
傾
倒
し
、
京
か
ら
多
く
の
職
人
を
呼
び
寄
せ
て
仕
事
を
依
頼
し
た
。
そ
う

し
た
利
常
の
下
、
加
賀
藩
に
出
仕
し
た
人
々
が
、
絵
師
の
俵
屋
宗
雪
や
、
刀
剣
鑑

定
・
研
磨
・
浄
拭
の
本
阿
弥
光
悦
（
一
五
五
八
〜
一
六
三
七
）、
蒔
絵
師
の
五
十
嵐

道
甫
（
生
年
未
詳
〜
一
六
七
八
）、金
工
師
の
後
藤
顕
乗
（
一
五
八
六
〜
一
六
六
三
））

ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
藤
堂
高
虎
の
斡
旋
に
よ
り
、
家
老
と
し
て
慶
長
一
一
年
（
一

六
一
一
）
よ
り
本
多
政
重
が
仕
え
た
。
政
重
は
徳
川
秀
忠
の
年
寄
で
あ
る
本
多
正
信

の
次
男
で
、
兄
は
駿
府
の
年
寄
と
し
て
家
康
の
信
任
が
厚
か
っ
た
。
政
重
は
こ
う
し

た
親
族
の
ポ
ス
ト
か
ら
中
央
政
権
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
将
軍
の
加
賀
藩
江
戸
屋

敷
へ
の
御
成
の
斡
旋
な
ど
に
重
宝
さ
れ
た
が
、
政
重
は
か
つ
て
福
島
正
則
に
奉
公
し

て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
福
島
正
則
と
い
え
ば
、
慶
長
二
年
（
一
六
〇
二
）、
宗
達
が

携
わ
っ
た
平
家
納
経
の
修
理
を
依
頼
し
た
人
物
で
あ
る
。
利
常
が
一
六
五
八
年
に
逝

去
し
て
い
る
た
め
、
相
説
の
誘
致
あ
る
い
は
法
橋
叙
任
に
関
わ
っ
た
か
は
判
断
に
難

し
い
が
、
そ
れ
ま
で
に
築
か
れ
た
利
常
と
宗
達
派
の
関
係
を
思
え
ば
、
利
常
の
影
響

を
受
け
た
次
代
の
綱
紀
が
お
な
じ
く
宗
雪
の
次
代
を
担
っ
た
相
説
を
登
用
し
た
可
能

性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

利
常
の
没
後
、
綱
紀
は
岳
父
・
保
科
正
之
の
後
見
の
も
と
好
学
の
大
名
と
な
り
、

五
代
将
軍
・
綱
吉
の
儒
学
の
講
義
に
列
し
、
藩
政
で
は
書
物
奉
行
と
書
物
調
方
奉
行

が
設
置
し
、
多
岐
に
わ
た
る
書
籍
を
蒐
集
し
た
。
新
井
白
石
（
一
六
五
七
〜
一
七
二

五
）
が
「
加
州
は
天
下
の
書
府
な
り
」
と
称
賛
し
た
ほ
ど
で
、
木
下
順
庵
（
一
六
二

一
〜
九
九
）
や
室
鳩
巣
（
一
六
五
八
〜
一
七
三
四
）
ら
儒
学
者
に
考
証
を
依
頼
し
な

が
ら
、
祖
父
・
利
常
の
蒐
集
し
た
も
の
を｢

小
松
蔵
書｣

、
父
・
光
高
の
蒐
集
し
た

も
の
を
「
金
沢
蔵
書
」
と
区
別
し
、
綱
紀
の
蒐
集
に
よ
る
も
の
は
「
尊
経
閣
蔵
書
」

と
し
た
。
こ
れ
に
は
金
沢
文
庫
、
三
条
西
文
庫
、
高
山
寺
、
仁
和
寺
な
ど
か
ら
購
入

し
た
史
料
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
東
寺
文
書
も
借
用
・
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ

は｢

東
寺
百
合
文
書｣

と
し
て
今
日
に
知
ら
れ
て
い
る
三
五
。
綱
紀
の
母
・
大
姫
は

家
光
の
養
女
で
水
戸
頼
房
の
息
女
で
あ
っ
た
た
め
、『
大
日
本
史
』
の
編
纂
に
あ

た
っ
た
こ
と
で
も
有
名
な
水
戸
藩
の
光
圀
は
叔
父
に
あ
た
り
、
綱
紀
は
光
圀
の
学
識

に
私
淑
し
書
籍
蒐
集
の
意
見
を
求
め
る
な
ど
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た

綱
紀
の
蒐
集
書
籍
の
中
に
は
、
本
草
学
が
含
ま
れ
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ

て
お
り
、
医
学
・
本
草
学
の
大
学
者
で
あ
る
稲
生
若
水
を
招
い
て
い
る
三
六
。

　

し
か
し
、
綱
紀
の
学
問
的
関
心
は
書
籍
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
寛
文
六
年
（
一
六
六

六
）
に
千
家
四
代
・
仙
叟
宗
室
を
茶
道
の
指
南
役
を
に
な
う
茶
道
奉
行
と
し
て
召
し

抱
え
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の
「
組
織
格
式
改
め
」
に
よ
っ
て
、
利
常
が
築
い

た
「
御
細
工
所
」
も
奉
行
職
を
置
い
て
藩
の
重
要
ポ
ス
ト
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
頃
か
ら
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
「
百
工
比
照
」
は
工
芸
各
分
野

を
比
較
対
照
す
る
も
の
で
、
見
本
や
雛
型
、
図
案
、
材
料
や
用
途
が
整
理
・
集
大
成

し
、
そ
の
数
二
千
点
を
超
え
る
三
七
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
為
政
者
と
し
て
殖
産

興
業
や
芸
術
振
興
を
図
り
、
各
種
の
産
物
育
成
に
つ
な
げ
る
と
い
う
目
的
が
重
要
で

あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
実
益
を
超
え
た
綱
紀
の
知
的
好
奇
心
が
不
可
欠
で
あ
り
、
相

説
の
活
躍
期
の
金
沢
も
博
物
学
の
隆
盛
の
波
は
押
し
寄
せ
て
お
り
、
草
花
図
の
制
作

を
後
押
し
す
る
よ
う
な
地
盤
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

綱
紀
の
正
室
・
摩
須
姫
は
保
科
正
之
の
娘
で
あ
る
が
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）、

死
産
の
う
え
産
後
の
肥
立
ち
が
悪
く
十
八
歳
で
逝
去
。
綱
紀
は
そ
の
後
正
室
を
迎
え

ず
、
側
室
と
の
間
に
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）、
綱
紀
は
四
十
八
歳
に
し
て
後
に
六

代
藩
主
と
な
る
吉
徳
、
そ
の
三
年
後
の
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
直
姫
が
生
ま
れ

た
。
こ
の
直
姫
は
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
将
軍
綱
吉
に
よ
っ
て
二
条
家
と
の

婚
約
を
命
ぜ
ら
れ
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
七
月
、
関
白
二
条
吉
忠
へ
嫁
い
だ
。
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吉
忠
は
二
条
綱
平
と
霊
元
天
皇
の
皇
女
二
宮
の
子
で
あ
る
。
二
条
家
は
堂
上
の
中
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
一
千
七
百
石
と
い
う
家
柄
で
あ
っ
た
が
、
利
常
の
娘
・
富
姫
が

嫁
い
だ
八
条
宮
家
を
含
む
す
べ
て
の
公
家
と
同
様
に
、
前
田
家
の
百
二
万
五
千
石
の

資
金
援
助
を
当
て
に
し
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
綱
紀
は
宝
永
七
年
（
一

七
一
〇
）
に
二
条
家
御
殿
の
造
営
三
八
を
始
め
、
直
姫
の
輿
入
れ
に
間
に
合
わ
せ
て

い
る
。
そ
の
費
用
は
三
万
千
三
百
四
十
四
両
に
上
り
、
加
越
能
文
庫
の
「
二
条
様
御

作
事
惣
御
入
用
一
紙
帳
」
に
は
二
条
家
に
一
千
両
を
与
え
た
が
、
再
度
の
無
心
に
奥

村
内
記
と
前
田
修
理
が
相
談
し
て
三
百
両
与
え
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
公
家
と
の
関
係
に
お
け
る
出
費
は
、
度
重
な
る
飢
饉
や
自
然
災
害
の
対
処
の
た

め
の
費
用
や
参
勤
交
代
の
経
費
に
加
え
、
や
が
て
加
賀
藩
の
財
政
を
蝕
ん
で
い
く
要

因
の
ひ
と
つ
と
な
る
が
、
天
皇
・
公
家
や
将
軍
家
と
の
姻
戚
関
係
は
対
外
関
係
を
維

持
す
る
上
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
地
方
に
あ
っ
て
中
央
の
文
化
を
取
り
入
れ
る

窓
口
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
金
沢
へ
の
招
聘
が

可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
加
賀
藩
前
田
家
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
み
て
い
く

と
、
朝
廷
と
の
結
び
つ
き
も
太
く
、
画
家
の
法
橋
位
叙
任
の
口
利
き
と
な
る
人
物
に

は
事
欠
か
な
か
っ
た
環
境
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

相
説
は
法
橋
に
叙
任
さ
れ
て
い
る
た
め
、
叙
任
の
際
に
推
薦
人
と
な
る
パ
ト
ロ
ン

的
有
力
者
の
存
在
も
当
然
想
定
で
き
る
が
未
見
で
あ
り
、
北
陸
地
方
に
お
け
る
記
録

類
の
探
索
を
継
続
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
。
金
地
の
作
品
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
時
代
的
な
嗜
好
の
変
化
と
相
説
と
宗
雪
と
で
は
立
場
や
仕
事
の
依
頼
者

層
が
異
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
宗
雪
の
作
品
は
数
少
な
い
が
、
金
地
の
大
画
面

が
大
部
分
を
占
め
る
の
に
対
し
、
相
説
の
作
品
の
数
は
多
い
が
、
ほ
と
ん
ど
が
素
地

の
作
品
で
大
画
面
も
少
な
い
。
宗
雪
は
大
名
家
で
あ
る
前
田
家
に
出
仕
し
て
い
た
こ

と
が
記
録
上
に
も
表
れ
る
が
、
相
説
に
は
仕
官
や
パ
ト
ロ
ン
に
関
す
る
記
録
が
な

い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
相
説
ひ
い
て
は
宗
達
派
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
作
品
の
質
や
量
の
変
化
か
ら
は
、
宗
雪
か
ら
相
説
へ
。
そ
し
て

利
常
か
ら
綱
紀
へ
、
と
世
代
交
代
と
と
も
に
、
前
田
家
と
の
関
係
か
ら
町
絵
師
的
な

活
動
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

第
四
章　

十
八
世
紀
へ
の
影
響
―
光
琳
と
相
説

　

前
述
の
と
お
り
、
相
説
の
活
躍
時
期
を
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
前
半
と
し
た

場
合
、
相
説
と
の
関
係
が
見
過
ご
せ
な
い
人
物
が
、
尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
〜
一
七

一
六
）
で
あ
る
。
光
琳
は
後
水
尾
院
の
女
御
・
東
福
門
院
を
最
大
の
顧
客
と
し
て
宮

中
の
御
用
を
務
め
た
呉
服
屋
で
あ
る
雁
金
屋
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
曽
祖
父
・

尾
形
道
柏
の
妻
は
本
阿
弥
光
悦
の
姉
・
法
秀
で
、
祖
父
・
宗
柏
は
、
元
和
元
年
（
一

六
一
〇
）
に
徳
川
家
康
か
ら
光
悦
が
拝
領
し
た
鷹
峯
に
町
衆
が
集
ま
り
住
ん
で
形
成

さ
れ
た
「
光
悦
村
」
の
住
人
で
も
あ
っ
た
。
宗
柏
の
子
・
宗
謙
は
光
琳
の
父
で
あ
る

が
、
光
悦
の
高
弟
・
小
島
宗
真
に
書
を
学
び
光
悦
流
の
書
を
た
し
な
ん
だ
。
上
層
町

衆
の
家
に
生
ま
れ
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
能
や
茶
、
書
、
画
と
い
っ
た
教
養
と
文
化
に
触

れ
な
が
ら
成
長
し
、
十
八
歳
の
時
に
弟
・
乾
山
と
と
も
に
醍
醐
寺
三
宝
院
高
賢
に
伺

候
し
、
能
を
演
じ
、
翌
年
に
は
能
の
名
人
・
渋
谷
七
郎
右
衛
門
か
ら
「
諸
能
仕
様
覚

語
之
習
」
を
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
の
東
福
門

院
の
死
に
よ
っ
て
雁
金
屋
の
経
営
は
傾
き
始
め
、
光
琳
の
兄
が
家
業
を
継
ぐ
も
間
も

な
く
店
を
畳
む
こ
と
に
な
る
。
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）、
光
琳
三
十
歳
に
し
て
宗

謙
が
没
す
る
と
、
光
琳
に
分
与
さ
れ
た
山
里
町
屋
敷
、
能
装
束
を
含
む
莫
大
な
財
産

は
、
女
性
問
題
の
示
談
金
な
ど
に
散
財
し
、
揚
句
、
大
名
へ
の
貸
付
が
回
収
不
能
と

な
る
な
ど
、
四
十
歳
の
頃
よ
り
、
い
よ
い
よ
得
意
と
し
て
い
た
絵
画
を
生
業
と
す
る

日
々
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

三
十
代
の
頃
か
ら
乾
山
と
と
も
に
二
条
家
へ
出
入
り
し
、
綱
平
も
光
琳
宅
を
訪
問
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し
て
お
り
、
能
に
長
け
た
光
琳
を
伴
っ
て
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）、
西
本
願
寺
に

能
の
鑑
賞
に
出
掛
け
る
な
ど
親
交
を
結
ん
だ
。
こ
の
綱
平
の
後
ろ
盾
に
よ
っ
て
か
、

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
二
月
に
は
早
く
も
法
橋
に
叙
任
さ
れ
て
い
る
。
光
琳
の

初
期
の
作
品
で
あ
る
「
十
二
ヶ
月
歌
意
図
屏
風
」（｢

光
琳
筆｣

「
積
翠
」
朱
文
方
印
、

六
曲
一
双
、
紙
本
着
色
、
個
人
蔵
）
に
は
、
鷹
司
兼
煕
、
近
衛
家
煕
ら
、
い
ず
れ
も

堂
上
家
に
よ
る
十
二
ヶ
月
の
賛
が
あ
り
、
公
家
の
サ
ロ
ン
が
光
琳
の
画
業
の
支
持
母

体
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
叙
任
の
後
、
二
条
家
へ
の
伺
候
が
減
少

し
、
そ
の
復
活
は
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
か
ら
の
二
度
に
わ
た
る
江
戸
下
向
を
挟

ん
で
帰
京
後
、
屋
敷
を
新
築
し
た
後
で
あ
る
。
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）、
前
田
綱

紀
の
娘
・
直
姫
が
二
条
綱
平
の
息
子
・
吉
忠
へ
嫁
い
で
間
も
な
い
綱
平
邸
で
、
絵
画

を
制
作
し
て
い
る
こ
と
に
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
叙
任
へ
向
け
て
の
光
琳
の
二
条
家
お

よ
び
そ
の
周
辺
の
堂
上
家
へ
の
働
き
か
け
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
光
琳
は
公

家
た
ち
に
密
接
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
経
済
的
な
窮
地
に
あ
っ
た
三
十
代
に

「
光
悦
鹿
硯
箱
」「
宗
達
勝
手
屏
風
」
を
売
却
し
て
お
り
、
光
悦
や
宗
達
の
作
品
も
身

近
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
光
琳
は
ま
さ
に
公
家
の
サ
ロ
ン
と
密
接
な
江
戸
初

期
の
上
層
町
衆
文
化
に
醸
成
さ
れ
た
人
物
と
言
え
よ
う
。

　

そ
の
光
琳
が
宗
達
に
私
淑
し
、｢

風
神
雷
神
図
屏
風｣

（
東
京
国
立
博
物
館
）
や

「
槇
楓
図
屏
風
」（
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
）
な
ど
、
模
写
的
作
品
を
遺
し
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
引
写
し
と
見
紛
う
よ
う
な
作
品
で
な

く
と
も
、
水
墨
画
や
淡
彩
の
作
品
な
ど
に
宗
達
の
学
習
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
光
琳

に
よ
る
宗
達
研
究
は
目
を
瞠
る
も
の
が
あ
る
。
そ
う
し
た
学
習
の
う
え
で
、
光
琳
の

才
能
は
草
花
図
に
お
い
て
も
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
。
そ
の
代
表
が
「
燕
子
花
図
屏

風
」（
根
津
美
術
館
・
図
９
）
で
あ
る
。
こ
の
光
琳
は
「
伊
年
」
印
草
花
図
や
、
同

時
代
に
活
動
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
相
説
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
燕
子
花
図
屏
風
」
は
無
機
質
な
総
金
地
に
群
青
と
緑
青
と
い
う
明
確
な
色
彩
で

燕
子
花
だ
け
の
単
一
主
題
を
描
く
。
ジ
グ
ザ
グ
状
の
躍
動
的
な
花
群
の
配
置
と
左

隻
・
右
隻
の
花
群
の
対
照
的
な
構
成
、
す
な
わ
ち
右
隻
は
花
の
株
全
体
を
描
き
横
か

ら
眺
め
る
よ
う
な
視
点
で
あ
る
の
に
対
し
、
左
隻
は
株
を
根
元
ま
で
描
か
ず
に
俯
瞰

的
に
描
く
こ
と
で
、
単
一
の
燕
子
花
だ
け
の
空
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
が
変
化

に
富
ん
だ
立
体
的
な
空
間
構
成
を
表
出
し
て
い
る
。
総
金
地
に
単
一
種
の
植
物
を
左

右
隻
の
視
点
を
変
え
て
描
く
草
花
図
の
構
成
は
、
前
田
家
ゆ
か
り
の
作
品
で
三
九
宗

達
派
の
手
に
よ
る
「
芥
子
図
屏
風
」（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
・
図
10
）
や
、「
伊
年
」
印

の
「
芥
子
図
屏
風
」（
八
曲
一
隻
・
紙
本
金
地
着
色
・
個
人
）
で
す
で
に
試
み
ら
れ

て
い
る
。
仲
町
啓
子
氏
も
金
地
に
お
け
る
草
花
図
の
構
成
の
根
底
と
し
て
、「
伊
年
」

印
草
花
図
の
存
在
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
四
〇
が
、
金
地
の
作
品
が
少
な
い
相
説
も
、

金
地
に
ケ
シ
だ
け
を
描
い
た
作
品
を
遺
し
て
い
る
こ
と
は
偶
然
だ
ろ
う
か
。
ケ
シ
は

一
連
の
「
伊
年
」
印
草
花
図
群
の
多
く
の
作
品
に
描
か
れ
る
が
、
こ
れ
以
前
の
日
本

の
花
鳥
図
の
系
譜
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、「
伊
年
」
印
草
花
図
の
特
徴
的
植
物

で
あ
る
と
言
え
る
。
筆
者
は
こ
の
ケ
シ
に
注
目
し
て
作
品
の
比
較
分
析
を
試
み
た
こ

と
が
あ
る
が
、
光
琳
も
こ
の
ケ
シ
の
存
在
を
敏
感
に
察
知
し
て
お
り
、
後
述
の
二
つ

の
草
花
図
屏
風
を
含
め
た
多
く
の
作
品
に
ケ
シ
を
描
き
、「
芥
子
図
」（
参
考
図
９
）

や
相
説
の
押
絵
貼
屏
風
四
一
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
な
ケ
シ
単
独
で
描
い
た
一

幅
（
図
11
）
さ
え
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
相
説
と
光
琳
と
で
は
描
法
も
異
な
り
、
光
琳
独

自
の
デ
フ
ォ
ル
メ
の
セ
ン
ス
と
形
態
描
写
力
が
発
揮
さ
れ
て
、
触
る
と
破
れ
て
し
ま

い
そ
う
な
相
説
が
描
く
ケ
シ
と
は
趣
を
異
に
す
る
。
他
派
の
草
花
図
に
も
ケ
シ
を
描

い
た
作
品
は
あ
る
四
二
が
非
常
に
希
少
で
あ
り
、
ケ
シ
の
大
流
行
が
あ
っ
た
と
は
作

品
上
か
ら
も
史
料
か
ら
も
確
認
で
き
な
い
と
な
る
と
、
光
琳
が
果
た
し
て
い
く
つ
の

「
伊
年
」
印
草
花
図
を
実
見
し
た
か
は
不
明
な
が
ら
、「
伊
年
」
印
草
花
図
を
意
識
的

に
学
び
、
自
ら
の
草
花
図
制
作
に
意
欲
的
に
取
り
込
ん
で
い
た
形
跡
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
、「
燕
子
花
図
屏
風
」
の
花
群
の
描
写
に
は
型
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
指

摘
さ
れ
て
久
し
く
四
三
、
呉
服
商
と
い
う
光
琳
の
生
家
の
家
業
と
結
び
つ
い
て
、
雛

形
と
の
比
較
研
究
な
ど
が
行
わ
れ
、
西
本
周
子
氏
が
か
つ
て
指
摘
し
た
四
四
と
お
り
、

律
動
的
な
花
群
の
ジ
グ
ザ
グ
状
の
配
列
の
強
調
は
、
光
琳
の
工
芸
的
手
法
や
デ
ザ
イ

ン
的
な
感
覚
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
光
琳
が
「
燕
子
花
図
屏
風
」「
八
橋
図
屏
風
」
よ
り
も
後
に
制
作
し
た

と
考
え
ら
れ
る
二
つ
の
草
花
図
屏
風
に
注
目
し
た
い
。

　

ま
ず
は
「
夏
草
図
屏
風
」（
根
津
美
術
館
・
図
12
）
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
二
曲

一
双
と
い
う
形
式
で
は
あ
る
が
、
一
双
を
並
べ
た
と
き
に｢

八
橋
図
屏
風｣

を
思
わ

せ
る
よ
う
な
右
奥
か
ら
左
手
前
へ
と
対
角
線
状
に
配
置
し
た
構
図
に
夏
の
強
烈
な
日

差
し
を
浴
び
て
な
お
繁
茂
す
る
草
花
が
力
強
く
描
か
れ
る
。

　

二
つ
目
は
「
四
季
草
花
図
屏
風
」（
個
人
蔵
・
図
13
）
で
、「
法
橋
光
琳
」
の
署
名

と
光
琳
が
晩
年
に
使
用
し
た
「
青
々
」
と
い
う
号
の
朱
文
円
印
を
捺
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
帰
京
後
の
晩
年
の
制
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
植
物
の
描
写
は
先
の
「
夏
草

図
屏
風
」
同
様
に
金
泥
の
太
い
輪
郭
線
で
葉
脈
を
描
く
が
、
ツ
ク
シ
や
ワ
ラ
ビ
な
ど

は
輪
郭
線
を
用
い
ず
に
没
骨
法
で
描
い
て
い
る
。
岩
や
雪
持
ち
の
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
は
や

ま
と
絵
の
添
景
の
表
現
に
近
い
が
、
第
三
扇
か
ら
五
扇
目
の
手
前
の
草
叢
に
穀
類
と

思
し
き
背
丈
の
高
い
大
き
な
波
打
つ
葉
の
植
物
が
突
出
し
て
お
り
、
こ
の
周
り
に
タ

チ
オ
ア
イ
、
ア
サ
ガ
オ
、
マ
メ
、
ズ
イ
キ
（
サ
ト
イ
モ
）
な
ど
が
群
れ
る
様
子
や
並

列
的
な
構
図
は
「
伊
年
」
印
草
花
図
の
系
譜
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　

山
根
有
三
氏
が
こ
の
作
品
を
弟
子
の
合
作
で
あ
る
と
い
う
提
言
四
五
を
出
し
た
際

に
名
前
の
挙
が
っ
た
、
渡
辺
始
興
と
深
江
芦
舟
（
一
六
九
九
〜
一
七
五
七
）
に
も
影

響
が
看
取
さ
れ
四
六
、
芦
舟
の
場
合
、
草
花
図
は
す
べ
て
素
地
に
描
い
て
お
り
、
萬

野
美
術
館
旧
蔵
の
「
四
季
草
花
図
屏
風
」（
図
14
）
に
は
画
面
の
下
部
に
並
列
的
に

並
べ
ら
れ
た
草
花
と
第
六
扇
に
は
画
面
の
枠
外
か
ら
覗
き
こ
む
よ
う
に
横
倒
し
に

な
っ
た
ス
イ
セ
ン
が
描
か
れ
る
。「
伊
年
」
印
の
「
草
花
図
襖
」（
京
都
国
立
博
物

館
・
参
考
図
２
）
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
無
署
名
の
「
伊
年
」
印
草
花
図
に
同
様
の
手

法
が
使
わ
れ
て
い
る
。
キ
ク
や
ツ
ツ
ジ
は
狭
い
画
面
を
迷
惑
そ
う
に
腰
を
折
っ
た
姿

勢
で
、
な
お
頭
は
入
り
き
っ
て
い
な
い
。
下
部
の
並
列
な
草
叢
と
は
対
照
的
に
描
か

れ
て
い
る
。
第
一
扇
か
ら
第
三
扇
は
ツ
ツ
ジ
、
ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
な
ど
没
骨
法
で

描
き
花
弁
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
輪
郭
線
で
描
い
て
お
り
、
光
琳
風
の
要
素
を
見
せ
る

が
、
第
三
扇
か
ら
第
六
扇
の
キ
ク
や
シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
な
ど
面
積
の
広
い
葉
に
た
ら

し
込
み
を
用
い
、
色
彩
は
や
や
く
す
ん
だ
墨
の
混
じ
っ
た
渋
い
色
味
を
あ
え
て
採
用

し
て
お
り
、
よ
り
相
説
の
草
花
図
に
近
い
要
素
を
持
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
時
代
が
下
り
、
享
和
・
文
化
年
間
を
中
心
に
活
動
し
た
中
村
芳
中
（
生
年

不
詳
〜
一
八
一
九
）
は
、
上
方
の
出
身
で
後
に
江
戸
に
出
て
、
享
和
二
年
（
一
八
〇

二
）、『
光
琳
画
譜
』
を
出
版
し
た
。
最
初
、
光
琳
を
通
じ
て
宗
達
派
を
学
習
し
た
で

あ
ろ
う
が
、
彼
の
作
品
に
も
光
琳
画
に
は
無
い
「
伊
年
」
印
草
花
図
に
よ
り
近
い
要

素
を
含
む
作
品
が
あ
る
。
中
村
芳
中
の
「
四
季
草
花
図
屏
風
」（
大
英
博
物
館
・
図

15
）
の
左
隻
第
六
扇
に
は
石
川
県
立
美
術
館
本
に
描
か
れ
て
い
る
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
が
描

か
れ
て
お
り
、
構
図
も
画
面
の
枠
の
内
外
を
出
入
り
す
る
よ
う
に
描
か
れ
、
採
録
さ

れ
る
植
物
も
マ
メ
や
ト
ウ
ガ
ラ
シ
な
ど
蔬
菜
も
多
く
、
非
常
に
明
る
い
自
由
な
発
想

が
見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
金
地
に
基
調
と
な
る
土
坡
を
描
き
、
そ
れ
に
沿
っ
て
整
理
さ
れ

た
宗
雪
の
草
花
図
で
は
な
く
、
む
し
ろ
無
尽
蔵
な
ま
で
に
類
品
を
生
み
出
し
た
無
署

名
の
「
伊
年
」
印
草
花
図
の
闊
達
で
野
趣
あ
ふ
れ
る
草
花
図
の
雰
囲
気
を
湛
え
て
い

る
。

　

光
琳
の
動
向
は
幸
い
に
も
、
小
西
家
旧
蔵
光
琳
関
係
資
料
に
よ
っ
て
子
細
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
の
「
鳥
獣
写
生
図
」
は
、
底
本
が
大
英
博
物
館
所
蔵
の

野
田
洞
珉
に
よ
る
探
幽
の
鳥
類
写
生
模
本
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
久
し
い
四
七
が
、
（15）278
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実
物
を
目
の
前
に
し
た
一
次
的
な
写
生
で
な
く
模
写
で
あ
っ
て
も
、
光
琳
の
「
写

生
」
へ
の
関
心
と｢

写
生｣

の
風
潮
が
光
琳
の
近
く
に
も
届
き
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
資
料
と
し
て
興
味
深
い
四
八
。

　

相
説
と
は
対
称
的
に
、
非
常
に
多
く
の
資
料
が
残
る
光
琳
で
は
あ
る
が
、
相
説
の

接
点
は
無
い
。
金
沢
や
北
陸
へ
赴
い
た
形
跡
も
無
い
。
管
見
で
は
光
琳
が
参
考
に
し

た
宗
達
周
辺
の
そ
れ
と
わ
か
る
よ
う
な
作
品
は
、
主
に｢

対
青
軒｣

印
の
作
品
で
あ

る
が
、
先
に
見
て
き
た
よ
う
に
草
花
図
を
数
多
く
手
掛
け
て
お
り
、
宗
達
の
周
辺
に

あ
っ
た
「
伊
年
」
印
草
花
図
を
無
視
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
光
琳
と
相
説
に
直
接

的
な
交
流
や
影
響
関
係
が
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
、
先
に
示
し
た
江
戸
中
期
刊
行
の

『
燕
台
風
雅
』
や
『
扶
桑
名
公
画
譜
』
で
す
で
に
相
説
に
つ
い
て
の
記
述
が
曖
昧
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
相
説
が
京
都
や
畿
内
を
拠
点
と
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
暗

に
示
し
て
い
る
。

　

光
琳
が
帰
京
後
に
伺
候
を
再
開
し
た
二
条
家
に
は
、
前
田
家
か
ら
直
姫
が
嫁
い
で

き
て
お
り
、
そ
の
世
話
係
の
者
も
幾
人
も
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
綱
紀
が
入
洛
の
許
可

を
得
る
こ
と
を
条
件
に
、
こ
の
縁
談
を
受
諾
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
綱
紀
の

思
い
入
れ
の
強
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
二
条
邸
も
輿
入
れ
に
合
わ
せ
て
綱
紀
が
普
請
し

て
お
り
、
前
田
家
か
ら
北
陸
の
文
化
が
二
条
家
に
移
入
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ

う
。
始
興
も
ま
た
、
二
条
家
と
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
史
料
上
に
わ
か
り
、「
木

蓮
・
棕
櫚
図
」
双
幅
が
二
条
吉
忠
か
ら
近
衛
家
に
贈
ら
れ
た
と
い
う
指
摘
は
興
味
深

い
四
九
。
光
琳
が
二
条
家
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
、
先
に
挙
げ
た
草

花
図
の
制
作
が
ち
ょ
う
ど
重
な
る
時
期
で
も
あ
り
、
前
田
家
と
二
条
家
を
介
し
て
北

陸
の
相
説
の
草
花
図
と
光
琳
が
何
ら
か
接
点
を
持
つ
機
会
が
生
じ
な
か
っ
た
だ
ろ
う

か
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
み
る
と
、「
伊
年
」
印
草
花
図
の
中
に
あ
っ
て
、
い
ま
だ
注
目
度

の
薄
い
相
説
の
草
花
図
に
時
代
を
反
映
し
た
新
し
い
試
み
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
従
来
の
「
伊
年
」
印
草
花
図
の
流
れ
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
公
家
や
大

名
た
ち
の
新
た
な
興
味
・
関
心
の
対
象
で
あ
っ
た
博
物
学
（
こ
こ
で
は
と
く
に
本
草

学
）
を
新
た
な
ニ
ー
ズ
の
要
素
と
し
て
捉
え
、
写
生
的
な
表
現
の
追
求
で
は
な
く
、

新
し
い
植
物
を
自
ら
の
草
花
図
に
取
り
込
も
う
と
し
て
い
る
。

　

無
署
名
で｢

伊
年｣

朱
文
円
印
を
捺
し
た
草
花
図
と
相
説
の
作
品
を
比
較
し
て
み

る
と
、「
伊
年
」
印
草
花 

図
で
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
な
か
っ
た
画
題
と
し
て
、
ダ
ン

ド
ク
の
ほ
か
に
ブ
ド
ウ
や
ユ
ウ
ガ
オ
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
マ
メ
や
ア
サ
ガ
オ
が
支
柱

に
絡
み
つ
く
様
子
な
ど
も
描
か
れ
て
お
り
五
〇
、
蔓
性
の
植
物
が
積
極
的
に
採
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
植
物
以
外
で
は
数
は
多
く

は
な
い
が
、
ウ
サ
ギ
、
鳥
類
が
草
花
と
取
り
合
わ
せ
て
描
か
れ
る
も
の
が
あ
り
、
ウ

サ
ギ
は
ハ
ギ
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
お
り
、
宗
雪
の
「
萩
兎
図
屏
風
」（
石
川
県
立
美

術
館
・
参
考
図
３
）
と
の
影
響
関
係
が
示
唆
さ
れ
る
。
ま
た
、
押
絵
貼
屏
風
で
は
、

サ
ク
ラ
や
ウ
メ
、
マ
ツ
な
ど
の
樹
木
も
描
か
れ
る
。
こ
れ
ら
は
極
め
て
一
般
的
な
古

来
馴
染
み
の
あ
る
樹
木
で
、
季
節
感
を
表
出
す
る
た
め
の
採
用
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
作
品
に
は
し
ば
し
ば
土
坡
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴

で
あ
る
。

　

無
署
名
の
一
連
の
「
伊
年
」
印
草
花
図
は
、
文
学
と
結
び
つ
い
て
象
徴
的
、
常
套

的
に
描
か
れ
た
サ
ク
ラ
や
マ
ツ
、
ウ
メ
な
ど
の
植
物
か
ら
解
放
さ
れ
、
従
来
の
日
本

の
絵
画
で
は
主
画
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
ケ
シ
や
ケ
イ
ト
ウ
、
さ
ら
に
ナ
ス
な
ど
の
蔬

菜
を
、
主
に
金
地
の
、
土
坡
の
無
い
画
面
に
描
く
。
つ
ま
り
、
地
形
な
ど
は
一
切
排

除
し
た
虚
構
の
空
間
に
、
華
麗
な
イ
メ
ー
ジ
を
表
出
し
て
い
た
。
一
方
相
説
は
、
さ
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ら
に
新
し
い
植
物
を
加
え
な
が
ら
、
同
時
に
「
伊
年
」
印
草
花
図
で
解
除
し
た
古
典

的
植
物
を
回
帰
さ
せ
て
い
る
。
地
形
を
想
像
さ
せ
る
土
坡
や
流
水
を
描
き
込
み
、
時

に
は
人
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
垣
や
支
柱
も
描
く
。
四
季
と
生
命
の
賛

美
、
パ
ラ
ダ
イ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
根
底
に
あ
る
「
花
鳥
画
」
の
線
上
に
あ
っ
て
、
決
し

て
実
景
模
写
と
い
う
指
向
性
は
な
い
が
、
古
典
的
に
親
和
性
の
高
い
、
虚
構
な
が
ら

現
実
味4

の
あ
る｢
野
原｣
や
「
庭
」
を
描
く
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
相
説
の
極
め
て
稀
な
作
例
と
し
て
、「
達
磨
図
」（
参
考
図
６
）
や
「
白

衣
観
音
図
」（
石
川
・
法
融
寺
）
が
あ
り
、
草
花
図
以
外
の
作
品
制
作
の
一
端
を
垣

間
見
る
貴
重
な
作
品
と
言
え
る
。
し
か
も
前
者
に
は
「
相
説
」
と
い
う
署
名
と
と
も

に
、
こ
こ
で
論
じ
た
石
川
県
立
美
術
館
本
に
も
使
用
さ
れ
た
「
宗
雪
」
朱
白
文
方
印

が
捺
さ
れ
（
落
款
６
）、
後
者
に
は
「
伊
年
」
朱
文
円
印
と
と
も
に
石
川
県
立
美
術

館
本
と
同
様
の
「
相
説
法
橋
」
の
署
名
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
相
説
の
画
域

の
広
さ
を
想
像
さ
せ
、
今
後
の
作
品
探
索
を
期
待
さ
せ
る
。
二
〇
一
三
年
四
月
の
美

術
史
学
会
支
部
例
会
で
の
、
相
説
の
画
業
に
お
け
る
水
墨
画
に
注
目
し
た
野
口
剛
氏

に
よ
る
口
頭
発
表
は
、
そ
の
可
能
性
を
押
し
広
げ
た
よ
う
に
感
じ
、
相
説
の
み
な
ら

ず
「
伊
年
」
印
水
墨
画
に
つ
い
て
の
研
究
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

先
に
挙
げ
た
作
品
の
所
蔵
者
お
よ
び
旧
所
蔵
者
に
は
、
北
陸
地
方
の
寺
院
、
旧
家

な
ど
が
含
ま
れ
、
こ
の
地
域
で
の
制
作
活
動
が
あ
る
程
度
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
が
、
同
時
に
金
地
の
「
伊
年
」
印
草
花
図
と
の
関
係
、
京
都
の
工
房
の

動
向
な
ど
も
非
常
に
混
迷
し
て
い
る
。

　
「
伊
年
」
印
作
品
は
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
①
宗
達
お
よ
び
宗
達
存
命
中
の

工
房
に
よ
る
も
の
②
宗
雪
と
そ
の
工
房
に
よ
る
も
の
③
相
説
と
そ
の
周
辺
に
よ
る
も

の
と
、
少
な
く
と
も
大
き
く
三
つ
に
は
分
か
れ
る
。
①
に
つ
い
て
は
主
に
水
墨
画
作

品
に
お
い
て
、
宗
達
の
中
国
あ
る
い
は
朝
鮮
絵
画
の
研
究
と
そ
の
成
果
・
影
響
が
濃

厚
に
見
ら
れ
る
。「
蓮
池
水
禽
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
・
参
考
図
５
）
や
「
猪
頭
・

布
袋
図
押
絵
貼
屏
風
」（
京
都
・
法
界
寺
）
な
ど
が
こ
れ
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。
こ

の
グ
ル
ー
プ
の
も
う
ひ
と
つ
の
代
表
作
品
が
草
花
図
で
、
宗
達
の
落
款
の
あ
る
水
墨

画
に
見
ら
れ
る
植
物
の
描
写
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
そ
の
形
態
は
、
宗
達
の
描
く

丸
み
を
帯
び
て
た
っ
ぷ
り
と
し
た
膨
ら
み
を
感
じ
る
植
物
よ
り
も
、
シ
ャ
ー
プ
で
左

右
に
振
れ
な
が
ら
上
方
に
伸
び
あ
が
る
姿
形
が
み
ら
れ
る
。「
草
花
図
襖
」（
参
考
図

２
）
な
ど
金
地
に
薄
い
絵
の
具
で
た
ら
し
込
み
を
多
用
し
て
柔
ら
か
く
繊
細
な
植
物

の
質
感
を
表
出
し
、
構
図
も
次
第
に
並
列
的
に
陥
る
が
、
一
部
の
襖
絵
に
は
個
性
的

な
構
図
が
見
ら
れ
る
。
②
は
宗
雪
が
使
用
し
た
①
よ
り
も
太
く
力
強
い
印
影
の｢

伊

年｣

朱
文
円
印
（
落
款
４
）
で
、
金
地
着
色
屏
風
が
主
流
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
③
は
今
の
と
こ
ろ
、
石
川
県
立
美
術
館
本
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
水
墨
画
的

な
淡
彩
に
近
い
繊
細
な
筆
致
に
よ
る
着
色
を
特
徴
と
す
る
草
花
図
、
と
く
に
押
絵
貼

屏
風
が
多
く
を
占
め
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
水
墨
画
と
着
色
画
と
の
融
合
、
①
と

②
の
両
方
の
要
素
を
引
く
新
し
い
流
れ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
宗
達
派

の
水
墨
画
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
述
べ
た
い
。

　

相
説
の
草
花
図
は
、
宗
達
・
宗
雪
の
時
代
と
は
違
う
受
容
層
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
変
化
し
な
が
ら
も
、「
伊
年
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
力
や
「
宗
雪
」
の
弟
子
と
い
う

自
身
の
位
置
づ
け
は
法
橋
叙
任
の
た
め
に
も
決
し
て
手
放
せ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

や
が
て
「
宗
説
」
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
る
が
、
そ
れ
は
飽
く

ま
で
も
「
伊
年
」
傘
下
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
、
光
琳
の
よ
う
に
完
全
な

一
人
立
ち
の
画
家
と
い
う
よ
り
、
工
房
の
一
画
人
と
し
て
の
過
程
を
経
た
相
説
の
帰

属
性
で
も
あ
り
依
存
性
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

前
田
家
と
宗
達
派
、
さ
ら
に
、
今
回
提
示
を
試
み
た
前
田
家
と
光
琳
と
の
間
に

あ
っ
た
、
二
条
家
の
周
辺
に
お
け
る
宗
達
派
と
の
関
係
を
示
す
史
料
の
捜
索
は
今
後

の
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
相
説
に
関
す
る
資
料
類
の
発
見
を
熱
望
し
て

や
ま
な
い
。

（17）276

日本女子大学　人間社会研究科紀要　第 20 号



【
附
記
】

　

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
写
真
原
版
の
使
用
の
ご
許
可
を
賜
り
ま
し
た
石

川
県
立
美
術
館
、
関
係
各
位
、
草
案
よ
り
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
し
た
日
本
女
子

大
学
名
誉
教
授
安
達
啓
子
先
生
、
参
考
文
献
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
日

本
女
子
大
学
准
教
授
水
野
僚
子
先
生
に
心
よ
り
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
研
究
は
鹿
島
美
術
財
団
の
二
〇
一
一
年
「
美
術
に
関
す
る
調
査
研
究
」
助
成
に

よ
る
研
究
「
宗
達
派
草
花
図
の
展
開
に
関
す
る
研
究
―
喜
多
川
相
説
筆
「
秋
草
図
屏

風
」
を
基
軸
と
し
て
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

一　
　

二
〇
一
三
年
九
月
十
四
日
か
ら
十
月
十
四
日
の
会
期
で
、
石
川
県
立
美
術
館
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
核
と
し
、
石
川
県
立
美
術
館
開
館
三
十
周
年
記
念
お
よ
び
金
沢

宗
達
会
創
立
一
〇
〇
年
記
念
と
し
て｢

俵
屋
宗
達
と
琳
派｣

展
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
は
、
金
沢
と
琳
派
の
因
縁
を
象
徴
す
る
。
他
の
博
物
館
・
寺
院
・
個
人
の
所
蔵

品
、
公
開
さ
れ
る
機
会
が
少
な
い
資
料
や
初
公
開
資
料
も
含
ま
れ
、
北
陸
・
関
西
・

関
東
な
ど
地
域
を
超
え
て
宗
達
を
中
心
と
す
る
琳
派
の
作
品
・
資
料
が
一
堂
に
会

す
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
。

二　
　

著
者
の
富
田
景
周
（
一
七
三
六
〜
一
八
一
八
）
は
、
禄
高
二
千
五
百
石
の
加
賀
藩

士
。
加
賀
藩
の
地
理
歴
史
に
精
通
し
、
藩
政
期
の
郷
土
史
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。

三　
　

大
正
四
年
（
一
九
一
四
）
に
金
沢
の
宝
円
寺
で
、
宗
達
の
墓
と
さ
れ
る
墓
石
が
発

見
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
よ
う
な
見
解
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
宗
達

が
上
層
町
衆
で
あ
る
と
指
摘
し
た
谷
進
一
は
、
俵
屋
が
唐
織
屋
で
あ
る
と
の
説
を

推
し
、
当
時
の
唐
織
物
業
が
西
陣
を
本
拠
と
し
な
が
ら
金
沢
と
も
密
接
な
関
係
に

あ
っ
た
と
述
べ
て
「
宗
達
と
金
沢
と
の
関
係
は
、
む
し
ろ
宗
雪
と
金
沢
と
の
関
係

の
誤
伝
で
あ
ろ
う
」（『
近
世
日
本
絵
画
史
論
』
道
統
社
、
一
九
四
二
年
、
一
四
三

頁
）
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、「
宗
達
が
こ
の
地
に
所
縁
を
も
っ
て
い
た
伝
承
そ
の

も
の
が
不
確
か
な
の
だ
か
ら
虚
構
の
域
を
出
な
い
」（『
新
版
石
川
県
の
歴
史
散
歩
』

山
川
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
一
二
〇
頁
）
な
ど
と
あ
る
。

四　
　

 「
微
妙
公
」
と
は
前
田
利
常
の
こ
と
。

五　
　

前
田
利
常
の
秘
書
、
今
枝
民
部
が
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
に
利
常
の
四
女
富

姫
が
八
条
宮
智
仁
親
皇
の
王
子
）
智
忠
親
皇
に
嫁
い
だ
際
の
記
録
を
控
え
た
も
の
。

ち
な
み
に
民
部
の
父
、今
枝
内
記
は
本
阿
弥
光
悦
と
前
田
家
と
の
関
係
を
取
り
持
っ

た
人
物
で
あ
る
。

六　
　

嶋
崎
丞
「
金
沢
地
方
に
お
け
る
宗
達
派
と
宗
雪
・
相
説
に
つ
い
て
」『
琳
派
絵
画
全

集
』（
宗
達
派
二
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
）
四
三
頁
。

八　
　

 

『
扶
桑
名
公
画
譜
』
に
「
俵
屋
宗
達　

喜
多
川
氏
、
叙
法
橋
」
と
あ
る
。
宗
達
の

出
自
に
つ
い
て
京
都
西
陣
の
機
屋
・
俵
屋
が
喜
多
川
姓
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た

徳
川
義
恭
氏
の
調
査
・
指
摘
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
宗
達
と
そ
の
後
継
者
た
ち
の

足
跡
―
京
都
と
金
沢
を
起
点
と
し
て
―
」（『
人
間
社
会
研
究
科
紀
要
』
第
十
六
号
、

日
本
女
子
大
学
大
学
院
人
間
社
会
研
究
科
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
三
六
七
〜

三
四
七
頁
）
の
う
ち
、
と
く
に
三
六
二
〜
三
五
九
頁
を
参
照
。

八　
　

 

『
宗
雪
・
相
説
展
―
宗
達
と
光
琳
を
つ
な
ぐ
人
々
』
石
川
県
美
術
館
、
一
九
七
五

年
、
六
頁
と
七
頁
の
間
（
頁
表
記
無
し
）。

九　
　

 

『
特
別
展
古
九
谷
と
屏
風
絵
―
草
花
文
様
に
見
る
近
世
名
品
展
―
』
高
岡
市
博
物

館
、
一
九
九
六
年
、
二
二
頁
。

一
〇　

 

『
花
と
緑
の
名
品
展
―
自
然
と
の
対
話
―
』
石
川
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
一
年
、

四
〇
頁
。

一
一　

 『
石
川
県
の
文
化
財
』
石
川
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
五
年
、
一
三
三
頁
。

一
二　

 『
金
沢
市
史
』
資
料
編
一
六
、
美
術
工
芸
、
金
沢
市
、
二
〇
〇
一
年
、
七
五
頁
。

一
三　

植
物
の
名
称
は
一
種
類
に
つ
き
複
数
の
漢
字
表
記
が
あ
り
、
本
論
で
は
引
用
文
を

除
き
、
す
べ
て
片
仮
名
表
記
と
し
た
。

一
四　

拙
論
「
十
七
世
紀
宗
達
派
を
中
心
と
す
る
草
花
図
の
変
革
と
そ
の
意
義
―
「
伊
年
」

印
草
花
図
に
注
目
し
て
（
前
編
）」（『
人
間
社
会
研
究
科
紀
要
』
第
十
三
号
、
日
本

女
子
大
学
大
学
院
人
間
社
会
研
究
科
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
一
八
一
〜
一
七
九
頁
）

参
照
。

一
五　

宗
達
派
ひ
い
て
は
琳
派
の
屏
風
で
縦
一
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
作
品
は

少
な
い
。
横
は
四
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
宗
雪

の
「
秋
草
図
屏
風
」（
参
考
図
４
）
が
比
較
的
大
型
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
上
回
る
大

き
さ
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
サ
イ
ズ
と
な
る
と
襖
絵
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、「
草
花
図
襖
」（
京
都
国
立
博
物
館
）
は
一
面
の
サ
イ
ズ
が
縦

一
六
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
は
九
二
．
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
大
田
区
立
龍

子
記
念
館
の
「
桜
芥
子
図
襖
」
も
各
縦
一
六
八
．
七
×
横
九
二
．
八
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。「
萩
兎
図
屏
風
」（
石
川
県
立
美
術
館
）
は
屏
風
で
あ
っ

た
の
を
、
か
つ
て
襖
に
改
装
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
引
手
跡
と
不
自
然
な

紙
継
が
見
ら
れ
る
。
現
在
の
大
き
さ
は
一
五
八
．
〇
×
三
四
二
．
〇
セ
ン
チ
メ
ー

275（18）
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ト
ル
。
こ
の
「
秋
草
図
屏
風
」
を
四
面
に
切
り
離
す
と
横
幅
が
約
一
〇
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
縦
横
の
比
率
と
し
て
も
ほ
か
の
作
品
に
比
べ
横
に
長
い
。
上

下
を
切
り
詰
め
ら
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
調
査
時
に
引
手
の
痕
跡
や

画
面
の
不
自
然
な
貼
り
合
せ
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
襖
絵
と
し
て
制
作
さ
れ
た

が
、
襖
絵
と
し
て
使
わ
れ
ず
に
屏
風
に
仕
立
て
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

検
討
の
余
地
が
あ
る
。

一
六　

牧
野
富
太
郎
『
原
色
牧
野
植
物
大
圖
鑑
』
続
編
、
北
隆
館
、
一
九
八
三
年
、

三
三
六
頁
。

一
七　

磯
野
直
秀
「
明
治
前
園
芸
植
物
渡
来
年
表
」『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
・
自
然
科

学
』
四
二
号
、
二
〇
〇
七
年
、
三
四
頁
。
同
前
「
資
料
別
・
草
木
名
初
見
リ
ス
ト
」

『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
・
自
然
科
学
』
四
五
号
、
二
〇
〇
九
年
、
七
四
頁
。

『
花
壇
綱
目
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に
は
「
だ
ん
ど
く
せ
ん
」
と
あ
り
、｢

花
赤

白
落
葉
あ
り
、
豊
後
百
合
と
も
云｣

と
あ
る
。
挿
図
が
無
い
た
め
、
ダ
ン
ド
ク
を

指
す
か
は
断
定
し
難
い
。
な
お
管
見
の
限
り
で
も
、
こ
れ
以
前
の
本
草
学
の
版
本

や
資
料
に
は
ダ
ン
ド
ク
と
思
わ
れ
る
も
の
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

一
八　

 

『
近
衛
豫
樂
院
御
画
花
木
真
寫
』（
淡
交
社
、
一
九
七
三
年
）
一
九
六
頁
の
北
村
四

朗
氏
の
解
説
に
、「
源
豊
宗
さ
ん
は
相
説
が
一
六
四
〇
〜
五
〇
年
に
か
い
た
屏
風

（
ボ
ス
ト
ン
博
物
館
蔵
）
に
ダ
ン
ド
ク
の
図
が
あ
る
と
い
う
」
と
あ
り
、
お
そ
ら
く

こ
の
屏
風
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
九　

 

「
秋
草
図
屏
風
」（
六
曲
一
隻
・
紙
本
着
色
・
一
四
四
．
一
×
三
二
六
．
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
）
が
「
喜
多
川
相
説
筆
」
と
し
て
『
琳

派
』
第
二
巻
、
一
九
七
（
紫
紅
社
、
一
九
九
〇
年
、
二
七
二
頁
）
に
モ
ノ
ク
ロ
図

版
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
ダ
ン
ド
ク
が
描
か
れ
て
い
る
。
解
説
文
に
は
河

合
正
朝
氏
に
よ
っ
て
複
数
の
相
説
周
辺
の
作
品
や
「
伊
年
」
印
の
作
品
と
比
較
さ

れ
、「
喜
多
川
相
説
及
び
そ
の
工
房
に
属
す
る
複
数
の
画
家
た
ち
の
手
に
な
る
こ
と

を
想
定
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
解
説
文
中
に

も
「
図
の
左
下
隅
に
は
「
對
青
軒
」
の
朱
文
円
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
通
常
み

ら
れ
る
同
文
の
印
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、
相
説
の
署
名
は
無
く
、

相
説
と
「
對
青
軒
」
印
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
管
見
で
は
作
品

も
未
見
で
あ
る
た
め
、
本
小
論
に
は
こ
の
作
品
を
含
め
得
な
い
。

二
〇　

牧
野
富
太
郎
『
原
色
牧
野
植
物
大
圖
鑑
』
北
隆
館
、
一
九
八
二
年
、
六
六
八
頁
。

二
一　

西
本
周
子
氏
は
「
伊
年
」
朱
文
円
印
の
落
款
を
有
す
る
細
見
美
術
館
蔵
の
「
秋
草

図
屏
風
」（
二
曲
一
双
）
の
「
相
説
法
橋
」
の
署
名
と
俵
屋
宗
雪
筆
「
秋
草
図
屏
風
」

（
六
曲
一
双
、
東
京
国
立
博
物
館
）
の
「
宗
雪
法
橋
」
の
署
名
を
比
較
し
、
両
作
品

が
同
一
人
す
な
わ
ち
宗
雪
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
（「
宗
雪
と
相
説
―
宗
雪
は

草
花
図
の
系
譜
（
１
）
―
」『
東
京
家
政
学
院
大
学
紀
要
』
第
四
一
号
、
二
〇
〇
一

年
、
五
九
〜
六
一
頁
）。

二
二　

図
版
掲
載
写
真
で
は
印
文
は
つ
ぶ
れ
て
お
り
、
確
認
で
き
な
い
が
、
解
説
文
に
「
伊

年
」
白
文
方
印
と
あ
る
。

二
三　

仲
町
啓
子
氏
は
こ
の
作
品
を
相
説
の
最
晩
年
期
に
近
い
作
品
と
し
、
同
書
掲
載
の

「
四
季
草
花
図
屏
風
」（
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
）
を
相
説
壮
年
期
の
作
品
と
し

た
。
ま
た
、
こ
の
作
品
の
落
款
に
つ
い
て
は
、「
四
季
草
花
図
押
絵
貼
屏
風
」（
黒

部
市
美
術
館
）
の
落
款
と
写
真
で
比
較
し
、若
干
の
疑
義
を
呈
し
て
い
る
（『
琳
派
』

第
一
巻
「
花
鳥
一
」、
紫
紅
社
、
一
九
八
九
年
、
三
〇
一
頁
）。

二
四　

北
村
四
朗
「
植
物
学
的
解
説
」『
植
物
画
の
至
宝　

花
木
真
寫
』
淡
交
社
、

二
〇
〇
五
年
、
一
五
八
頁
。

二
五　

松
岡
恕
庵
と
稲
生
若
水
の
関
係
、
お
よ
び
恕
庵
の
本
草
学
に
つ
い
て
は
太
田
由
佳

氏
の
『
松
岡
恕
庵
本
草
学
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
に
詳
し
い
。

二
六　

 

『
槐
記
』
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
閏
四
月
十
七
日
条
。（『
史
料
大
観
』
哲
学
書

院
、
一
九
〇
〇
年
よ
り
。
割
注
は
省
略
し
た
）

　
　
　
　

黄
蕙
ト
云
艸
ハ
ナ
、
何
ト
申
モ
ノ
ニ
候
ヤ
、
松
岡
ヘ
尋
ヌ
ヘ
キ
由
、
並
ニ
エ
ヒ

子
ノ
コ
ト
モ
可
レ
尋
ト
ナ
リ
、
琉
球
ニ
テ
程
順
息
カ
詩
ニ
ハ
題
二
海
老
根
一
ト
ア
リ
、

コ
レ
ハ
日
本
ノ
モ
ノ
カ
、
此
花
日
本
ニ
テ
、
海
老
根
ト
云
テ
ミ
セ
タ
ル
故
ニ
、
程

氏
モ
ソ
ノ
マ
ヽ
、
其
名
ニ
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヘ
シ
、
イ
ツ
レ
ニ
モ
漢
名
ヲ
御
聞
ナ

サ
レ
タ
キ
ト
ナ
リ
、
其
旨
申
遣
ス
、

　
　
　
（
同
翌
日
十
八
日
）

　
　
　
　

昨
日
玄
達
ヨ
リ
ノ
、
御
請
申
上
ル
黄
蕙
ハ
、
和
名
ニ
テ

蘭
ノ
コ
ト
、
エ
ヒ
子

モ
皆
蘭
ノ
種
類
ニ
テ
、
紫
ヲ
紫
蘭
ト
云
、
黄
ヲ
黄
蘭
ト
云
、
一
ニ

蘭
ト
云
ト
申

上
ル
、
御
前
ニ
思
召
立
コ
ト
ア
リ
、
ソ
ノ
エ
ヒ
子
ノ
紫
ニ
モ
黄
ニ
モ
ナ
キ
本
名
ハ

イ
カ
ヽ
ト
ノ
御
尋
ナ
リ
、
尋
ヌ
ヘ
キ
由
仰
ラ
ル

二
七　

森
久
美
子
氏
は
、
始
興
の
絵
画
に
お
け
る
写
生
的
特
質
に
つ
い
て
、「
家
煕
の
博
物

学
的
興
味
の
影
響
」
を
中
心
に
、
多
角
的
か
つ
詳
細
に
論
じ
て
い
る
（「
渡
辺
始
興

の
写
生
的
絵
画
へ
の
関
心
に
つ
い
て
」『
金
鯱
叢
書
』
第
一
六
輯
、
徳
川
黎
明
会
、

一
九
八
九
年
、
三
二
三
〜
三
五
七
頁
）。

二
八　

林
進
氏
は
、
琉
球
の
画
家
山
口
宗
季
と
家
煕
の
関
係
を
指
摘
し
た
（「
沖
縄
の
画
家

山
口
宗
季
に
つ
い
て
」『
大
和
文
華
』
第
六
一
号
、
一
九
七
六
年
三
月
。「
近
衛
家

煕
が
も
と
め
た
琉
球
花
鳥
図
」『
沖
縄
美
術
全
集
』
四
、
付
録
折
込
み
、
沖
縄
タ
イ

ム
ス
社
、
一
九
八
九
年
）。
ま
た
、
近
衛
家
、
島
津
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
大
井
ミ

ノ
ブ
「
島
津
、
近
衛
両
家
の
学
問
文
芸
の
交
流
に
つ
い
て
―
戦
国
時
代
に
お
け
る

―
」（『
日
本
女
子
大
学
紀
要
』
日
本
女
子
大
学
文
学
部
、
一
九
五
一
年
十
月
、
（19）274
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一
一
〜
一
九
頁
）
に
指
摘
が
あ
る
。
近
藤
壮
氏
は
木
村
探
元
筆
「
中
山
花
木
図
」

か
ら
家
煕
の
琉
球
と
関
わ
り
、
さ
ら
に
京
都
画
壇
の
「
写
生
画
」
の
源
流
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
る
（「
江
戸
時
代
中
期
の
公
家
文
化
に
お
け
る
画
家
の
研
究
―
近
衛

家
煕
と
「
中
山
花
木
図
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
鹿
島
美
術
研
究
』
第
一
七
号
、

二
〇
〇
〇
年
一
一
月
、
四
三
九
〜
四
五
八
頁
）。

二
九　

狩
野
常
信
（
一
六
三
六
〜
一
七
一
三
）
の
『
草
花
魚
貝
虫
類
写
生
』（
東
京
国
立
博

物
館
）
に
も
ダ
ン
ド
ク
が
採
録
さ
れ
て
い
る
（
磯
野
直
秀
「
博
物
誌
資
料
と
し
て

の
『
草
花
魚
貝
虫
類
写
生
』」『M

U
SEU

M

』
五
九
〇
号
、
二
〇
〇
四
年
六
月
、
三

〜
二
八
頁
、
同
前｢

狩
野
重
賢
『
草
木
写
生
』｣

『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
自
然

科
学
』
三
六
号
、
二
〇
〇
四
年
、
十
三
頁
）。
そ
し
て
、
鎌
田
純
子
氏
の
論
文
中
の

表
１
（｢

十
八
世
紀
前
半
期
京
都
の
屏
風
絵
に
み
る
一
特
質
―
渡
辺
始
興
、
山
本
宗

川
の
耕
作
図
・
草
花
図
を
中
心
に
―｣

『
美
術
史
』
一
六
一
号
、
二
〇
〇
六
年
一
〇

月
、
七
四
頁
）
で
も
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
山
本
宗
川
（
一
六
七
九
〜
一
七
六
〇
）

の｢

百
花
図
屏
風｣

（
紙
本
金
地
着
色
・
六
曲
一
双
・
個
人
蔵
）
に
も
ダ
ン
ド
ク
が

描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
松
藩
五
代
藩
主
・
松
平
頼
恭
（
一
七
一
一
〜
七
一
）

は
、
物
産
学
を
愛
し
、
唐
土
、
朝
鮮
、
琉
球
、
紅
毛
ま
で
広
く
草
木
鳥
獣
を
蒐
集

し
た
。
そ
の
成
果
は
『
衆
芳
画
譜
』
四
帖
、『
写
生
画
帖
』
三
帖
、『
衆
鱗
図
』
四

帖
、『
衆
禽
図
』
二
帖
、
合
計
十
三
帖
か
ら
成
る
動
植
物
図
鑑
に
大
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
の
『
衆
芳
画
譜
』
に
ダ
ン
ド
ク
が
採
録
さ
れ
て
お
り
、
挿
絵
は
非
常
に

写
実
的
で
観
察
眼
に
優
れ
、
か
つ
美
し
い
。
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
は
、

衆
鱗
図
の
一
部
を
抜
粋
し
て
十
代
将
軍
・
徳
川
家
治
へ
献
上
さ
れ
た
の
も
納
得
で

き
る
。『
衆
鱗
図
』
二
帖
に
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
書
き
込
み
が
あ
る
た
め
、

こ
の
頃
の
成
立
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
高
松
藩
家
老
木
村
黙
老
の
『
聞
ま
ゝ
の
記
』

に
「
公
亦
広
く
和
漢
の
鳥
獣
草
木
虫
魚
金
石
貝
類
を
集
め
、
又
其
形
象
を
真
写
し
、

和
名
漢
名
を
記
し
給
ふ
。
源
内
都
て
是
に
あ
づ
か
り
助
く
」
と
あ
り
、
平
賀
源
内

が
出
仕
し
た
期
間
、
一
七
六
〇
〜
六
一
に
は
そ
の
構
想
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。『
衆

芳
画
譜
』
に
つ
い
て
は
、博
物
学
を
好
ん
だ
大
名
た
ち
に
よ
る
図
譜
の
貸
借
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
松
岡
明
子
「
高
松
松
平
家
伝
来
博
物
図
譜
と
平

賀
源
内
」（『
静
電
気
学
会
誌
』
三
六
巻
四
号
、
二
〇
一
二
年
七
月
、
一
九
八
〜

二
〇
三
頁
）。
図
版
は
『
高
松
松
平
家
所
蔵　

衆
芳
画
譜
』
第
四
花
卉
（
香
川
県
立

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二
〇
一
〇
年
）
お
よ
び
『
花
鳥
画
の
世
界
』
六
、
京
派
の
意
匠
・

江
戸
中
期
の
花
鳥
（
学
研
、
一
九
八
一
年
、
図
版
番
号
一
七
四
〜
二
一
二
）
を
参

照
。
さ
ら
に
、
石
寿
観
秀
国
編
、
勝
間
龍
水
画
の
木
版
多
色
刷
り
絵
入
俳
諧
書
『
山

の
幸
』
下
巻
（
一
七
六
五
年
刊
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
や
、
江
戸
の
俳
人
谷
素

外
が
編
集
し
、
門
人
の
画
家
初
世
北
尾
重
政
が
、
身
近
で
見
か
け
る
草
木
一
二
九

品
、
動
物
三
四
品
を
描
い
た
『
誹
諧
名
知
折
』（
一
七
八
一
年
刊
・
国
立
国
会
図
書

館
蔵
）
な
ど
の
俳
諧
書
に
ダ
ン
ド
ク
が
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
。
後
者
に
つ
い
て

は
日
野
原
健
司
氏
に
よ
っ
て
、
橘
保
国
の
植
物
図
譜
『
絵
本
野
山
草
』（
一
七
五
五

年
刊
）
が
図
様
の
典
拠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（「
北
尾
重
政
画
『
誹

諧
名
知
折
』
に
つ
い
て
―
上
方
絵
本
か
ら
の
花
鳥
画
学
習
を
中
心
に
」『
美
術
史
』

一
五
三
号
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
、
七
六
〜
九
一
頁
）
が
、『
絵
本
野
山
草
』（
国

立
国
会
図
書
館
蔵
）
に
は
ダ
ン
ド
ク
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。
十
八
世
紀
後
半
に

至
っ
て
よ
う
や
く
、
ダ
ン
ド
ク
が
一
般
化
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

三
〇　

西
本
周
子
「「
伊
年
」
印
草
花
図
屏
風
の
展
開
―
描
か
れ
た
草
花
を
め
ぐ
っ
て
―
」

『
琳
派
絵
画
全
集
』
宗
達
派
二
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
、
三
八
頁
。

三
一　

拙
論
「
十
七
世
紀
宗
達
派
を
中
心
と
す
る
草
花
図
の
変
革
と
そ
の
意
義
―
「
伊
年
」

印
草
花
図
に
注
目
し
て
（
後
編
）」『
人
間
社
会
研
究
科
紀
要
』
第
十
四
号
、
日
本

女
子
大
学
大
学
院
人
間
社
会
研
究
科
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
二
四
二
〜
二
三
八
頁

参
照
。

三
二　

 

『
隔
蓂
記
』
の
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
十
一
月
二
十
九
日
の
「
自
仙
洞
押
絵

賛
被
仰
出
、
今
日
絵
一
枚
来
、
俵
屋
宗
雪
法
橋
筆
也
」
の
記
事
に
よ
り
、
宗
雪
が

こ
の
と
き
法
橋
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
宗
雪
と
相
説
の
活
動
期
を
暫
定
す
る

た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
。

三
三　

綱
紀
の
治
世
は
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
か
ら
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
の

六
十
六
年
間
。

三
四　

拙
論
「
注
三
一
に
同
じ
」
二
四
三
〜
二
四
二
頁
参
照
。
利
常
の
正
室
は
徳
川
秀
忠

の
娘
・
珠
姫
、
後
水
尾
天
皇
の
女
御
・
和
子
（
東
福
門
院
）
は
珠
姫
の
妹
で
あ
り
、

利
常
は
後
水
尾
天
皇
と
外
戚
関
係
に
あ
る
。
利
常
の
娘
・
富
姫
は
後
水
尾
天
皇
の

猶
子
と
な
っ
た
八
条
宮
智
忠
親
王
に
嫁
い
で
い
る
。
人
物
関
係
図
も
参
照
さ
れ
た

い
。

三
五　

 

「
公
（
綱
紀
）
図
書
の
借
覧
を
得
ら
れ
た
る
朝
紳
左
の
如
し
」
と
し
て
「
一
、
近

衛
家
／
松
雲
公
（
綱
紀
）
初
め
平
松
中
納
言
を
介
し
て
近
衛
家
の
図
書
を
借
覧
し
。

後
直
接
に
書
信
を
通
じ
て
。
迭
に
秘
書
を
貸
借
す
。
公
の
交
通
す
る
も
の
。
関
白

基
煕
、
関
白
家
煕
、
関
白
家
久
の
三
公
に
亙
れ
り
」
と
あ
り
、
近
衛
家
と
も
書
物

の
貸
借
を
し
て
い
た
と
あ
る
。（
近
藤
磐
雄
『
加
賀
松
雲
公
』
中
巻
、
羽
野
知
顕
、

一
九
〇
九
年
、
二
〇
四
〜
二
〇
五
頁
）
引
用
文
中
の
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
。

三
六　

近
藤
磐
雄
「
前
掲
書
」
下
巻
、
八
七
〜
九
五
頁
。

三
七　

本
谷
文
雄
「
百
工
比
照
に
つ
い
て
」『
百
工
比
照
』
石
川
県
立
美
術
館
、
一
九
九
三

年
。
同
前
「
前
田
綱
紀
と
博
物
学
」『
北
國
文
華
』
復
刊
一
号
、
北
國
新
聞
社
、

一
九
九
八
年
六
月
に
詳
し
い
。
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三
八　

近
藤
磐
雄
「
前
掲
書
」
上
巻
、
五
〇
四
頁
と
五
〇
五
頁
の
間
に｢

二
条
家
新
築
図｣

が
あ
る
。

三
九　

 
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館　

日
本
美
術
の
至
宝
』
展
カ
タ
ロ
グ
（
会
期
：
二
〇
一
二
年

三
月
二
〇
日
〜
六
月
一
〇
日
、
会
場
：
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
二
年
）
の
作

品
解
説
に
は
「
屏
風
の
裏
面
に
は｢

宗
達
芥
子
絵
屏
風
一
双｣

「
宗
達
金
地
芥
子
前

田
候
高
野[
天][

徳]

院
寄
贈
」
の
二
枚
の
貼
紙
が
あ
り
、
加
賀
前
田
家
か
ら
高
野

山
天
徳
院
（
加
賀
藩
主
前
田
利
常
夫
人
菩
提
寺
）
に
寄
贈
し
た
と
伝
え
る
」
と
あ

る
。

四
〇　

仲
町
啓
子
「
尾
形
光
琳
の
金
地
大
画
面
構
図
の
特
色
に
つ
い
て
」『
群
馬
県
立
女
子

大
学
紀
要
』
第
一
号
、
一
九
八
一
年
三
月
、
一
〇
一
〜
一
一
二
頁
。

四
一　

 

「
四
季
草
花
図
押
絵
貼
屏
風
」（
黒
部
市
美
術
館
）
の
右
隻
第
五
扇
に
も
ケ
シ
が
単

独
で
描
か
れ
て
い
る
。
図
３
を
参
照
。

四
二　

狩
野
重
信
筆
「
竹
に
芥
子
図
屏
風
」（
紙
本
金
地
着
色
・
六
曲
一
双
・
シ
ア
ト
ル
美

術
館
）
や
、「
麦
・
芥
子
図
屏
風
」（
紙
本
金
地
着
色
・
六
曲
一
双
・
出
光
美
術
館
）

が
あ
る
。

四
三　

小
杉
一
雄
「
燕
子
花
屏
風
に
見
ら
れ
る
型
の
使
用
」『
三
彩
』
一
三
〇
号
、三
彩
社
、

一
九
六
〇
年
九
月
、
三
五
〜
三
八
頁
。

四
四　

西
本
周
子
「「
燕
子
花
図
」
考
」『
日
本
絵
画
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
九
年
、
三
七
三
〜
三
七
七
頁
。

四
五　

山
根
有
三
氏
は
「
夏
か
ら
秋
の
軽
妙
な
葉
の
動
き
の
表
現
に
後
の
渡
辺
始
興
画
に

一
脈
通
ず
る
も
の
が
見
ら
れ
、
盛
り
上
げ
菊
や
冬
の
雪
に
覆
わ
れ
た
岩
、
水
仙
、

藪
柑
子
の
描
写
に
は
、「
青
乙
」
印
の
画
家
の
筆
を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」

と
し
て
、
異
論
が
呈
さ
れ
る
こ
と
も
想
定
し
な
が
ら
「
晩
年
の
光
琳
が
、
弟
子
の

「
青
乙
」
印
の
画
家
や
若
い
蘆
舟
や
ま
だ
無
名
の
始
興
を
引
き
立
て
る
た
め
に
、
下

絵
を
与
え
て
合
作
さ
せ
た
も
の
」
と
解
し
て
い
る
（｢

新
出
の
深
江
芦
舟
筆
・
草
花

図
屏
風
を
め
ぐ
っ
て
―
芦
舟
の
画
風
展
開
試
論
―｣

『
国
華
』
第
一
一
九
六
号
、

一
九
九
六
年
月
、
一
一
頁
）。

四
六　

河
野
元
昭
氏
は
、
先
の
「
四
季
草
花
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
に
つ
い
て
「
光
琳
直
筆

か
否
か
に
意
見
が
分
か
れ
る
と
し
て
も
、
光
琳
に
こ
の
よ
う
な
作
品
が
あ
っ
た
こ

と
は
疑
い
な
い
。
始
興
は
「
燕
子
花
図
」
の
機
知
や
「
紅
白
梅
図
」
の
理
知
よ
り
、

「
草
花
図
屏
風
（「
四
季
草
花
図
屏
風
」
を
指
す
）」
の
華
や
か
さ
に
ひ
か
れ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
始
興
の
「
四
季
草
花
図
屏
風
」
は
、「
燕
子
花
図
屏
風
」
や
「
紅
白

梅
図
屏
風
」
よ
り
、
俵
屋
宗
雪
や
喜
多
川
相
説
の
草
花
図
屏
風
と
共
通
す
る
美
感

を
多
く
も
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（「
琳
派
花
木
図
屏
風
の
流
れ
」『
日
本

屏
風
絵
集
成
』
第
六
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
八
年
、
一
四
七
頁
）。

四
七　

辻
惟
雄
「
狩
野
探
幽
筆
鳥
類
写
生
帳
模
本
（
大
英
博
物
館
蔵
）
に
つ
い
て
」『
美
術

研
究
』
三
一
〇
号
、
一
九
七
八
年
六
月
、
二
一
七
〜
二
一
九
頁
。

四
八　

光
琳
の
写
生
へ
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
河
野
元
昭
氏
は
探
幽
筆
「
草
花
写
生
図
巻
」

（
東
京
国
立
博
物
館
・
京
都
国
立
博
物
館
分
蔵
）
を
含
め
た
探
幽
画
の
光
琳
へ
の
影

響
に
つ
い
て
強
調
し
、
綱
平
の
文
化
圏
に
松
岡
恕
庵
が
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い

る
（『
彩
色
江
戸
博
物
学
集
成
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
、
四
八
〜
四
九
頁
）。

四
九　

小
林
忠
「
渡
辺
始
興
の
先
駆
的
業
績
」『
江
戸
絵
画
史
論
』
瑠
璃
書
房
、
一
九
八
三

年
。

五
〇　

 

「
四
季
草
花
図
屏
風
」（
根
津
美
術
館
）
で
は
右
隻
中
央
に
ユ
ウ
ガ
オ
が
画
面
を
斜

め
に
遮
断
す
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
ユ
ウ
ガ
オ
は
霞
の
よ
う
な
も
の
に

一
旦
遮
ら
れ
、
少
し
ず
れ
て
再
び
現
れ
る
よ
う
に
描
か
れ
、
画
面
空
間
を
効
果
的

に
演
出
し
て
い
る
。「
四
季
草
花
図
屏
風
」（
黒
部
市
美
術
館
）
に
は
支
柱
に
テ
ッ

セ
ン
が
絡
ん
で
お
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
絡
み
つ
く
ア
サ
ガ
オ
も
描
か
れ
て
い
る
。
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喜多川相説筆「秋草図屏風」に関する一試論
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